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霊 童

三 特集 政府刊行物の収集・整 備 三
喜 喜

研究 者 の 立場 からの 提昌

戦後，政府各省庁の白

書や月報等が多く発行さ

れるようになり，また総

合的政策や経済計画の立

案とも関連して，行政統計の類が整備されてきた

ことは，広く社会科学の分野で実証的な研究を進

める人々にとって好都合なことである。しかし情

報化時代というのは，また情報の提供者によって

コントロールされたデータだけが大量に供給され

る時代ということでもあり，その中で独自の主体

性をも った判断を下そ うとすると，勢い，これら

大量の情報相互を綿密に比較検討し，提供者によ

っても意識されなかったような機能的諸関係を発

見しなければならない場合がおこってくる。 日本

の諸統計は，単独ではなかなか慎重に作られてい

ても，相互の関連が十分つけられていない欠点が

あるが，この欠点が時には問題発見のいとぐちに

なることもある。といった様なこともあって，パ

ーキンソンの法則よろしく無限に増加してゆくよ

うに思われる政府刊行物についても，ある程度の

範囲にわたる収警は，大学の情報センターとして

常時利用可能の状態に持続して頂かねばな らな

U、。

といっても，国公立の機関とことな り，これら

の刊行物を原則として有償で入手しなければなら

ない私学にとっては，最少の費用で最大の効果を

あげるために，情報管理をできるだけ効率的にす

るとともに，利用者であるわれわれも，収書に当

って，出来るだけの便宜をはかること がお互いの

ために必要であろう。震ケ闘の政府刊行物サービ

スセンターは，この有償頒布の中心組識である

中 鉢正美
（経済学部教授）

が，ここで扱われている大蔵省印刷局出版，その

他の依託刊行の年刊報告書等が600～700点，月報

等が 300種類位あり，この中には各省庁以外の外

郭団体200位のものも含まれているが，これらが

不定期に発表し，その中からセンターが臨時に選

んで取扱っているものも含めれば，その数は膨大

なものとなろう。

そこでまず第ーに，情報センターとしては現在

塾内各図書館，研究所，研究室等に分散所蔵，あ

るいは収書されている政府刊行物のリスト ・アッ

プをおこない，そのうち各学部の研究者にとって

共通に必要と思われるものについては，なるべく

手軽に利用できるような方法を講じて頂きたい。

そして，場合によっては重複を整理し，欠号を補

充し，センターにおける集中管理をはかる必要も

おこるであろう。それが利用上不適当な場合に

は，重複をいとわず新たに購入することも考えな

ければなるまい。

そして第二に，各学部の専攻分野ごとに備付が

必要と判断される資料を選んでセンターに要請

し，その欠をおぎな うとともに，その資料を最も

よく利用する場所にそれが保管されるよう調整を

はかることが望ましい。中にはあまり利用されな

いものが購入されている例もなきにしもあらずで

あろう。すでに本年6月には，経済学部 ・商学部

関係の統計資料に関する備付推薦書目録が作成さ

れ，図書館および資料室においてその所有の調査

がおこなわれているが，その中にはなお一割程度

の未収集資料が含まれているし，欠号の多いこと

も目立っている。それらの補充はすでに開始され

ているとのことであるが，是非その促進を期待し
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たいものである。

しかし第三に，このような整備を限られた図書

購入予算の範囲だけにまかせるだけでなく，その

利用者であるわれわれも出来るだけその整備補充

に協力すべきであろうと考える。政府文書の中に

は，一般に刊行頒布されるものの外にも，例えば

特定の審議会が勧告や立法をおこなう過程で色々

の資料や中間案等を部内版として作成し，その審

議に参加した委員以外にはなかなか入手出来ない

ものが多い。これらは当面の問題を解明するため

に非常に興味深いものではあるが，審議の性格上

公的には発表されなかったものもあるし，又，後

年立法の趣旨や過程を歴史的に検討する場合の不

可欠の資料となるものも多い。かつて文部省科学

研究費による特定研究で，日本近代化の問題が総

合的に研究されたとき，政策史を担当したある研

究班で，明治時代の貴 ・衆両院議員の子孫に依頼

書を送って当時の議案審議に関する書類の残りを

何によらず寄贈を願ったことがあるが，一見雑多

な資料であっても，一応審議が終了した段階で，

それらを一括して保管しておくことは，将来貴重

な情報源として活用される可能性を残すこととな

ろう。現在各学部の中には，これらの審議におい

て重要な役割を果しておられる方々も多いと恩わ

れるので，情報センターとしてもその御好意を積

極的に引出す努力をはかつて頂きたい。

なおこれら各省関係の役職を続けておられる方

々の中には，その省関係の公刊資料の相当部分を

引続き寄贈されてν、る場合も多いようである。勿

論，お手許で利用しておられる場合は論外である

が，既に御不用の分については，さきの欠号補充

に利用させていただくとか，あるいは万一一括御

寄贈いただける場合には先述のリスト等も参考の

上，新たに継続購入する等の使をはかることも考

えられよう。要は，情報センターが，自主性と積

極性をも って収書の方針を立て，各学部の研究者

に協力を求めるならば，どこまでも補完的な方法

ではあるが，ある程度収書の効率をあげることが

できるのみならず，貴重な文献の散逸を防ぐこと

にもなるのではないであろうか。

研究者側からみた政府刊行物の利用価値

公害がマス ・コミュニ

ケーションをさわがすよ

うになってから，もうか

なりになる。一般に公害

と呼ばれている，大気汚染，水質汚濁，騒音，残

留農薬などの環境汚染は人間の健康に影響を与

え，大きな問題となっている。たとえば，大気汚

染は慢性呼吸器性疾患を誘発し，ぜんそく，気管

支炎などの一因となっている。水質汚濁は，河川

についてみれば，水俣病，イタイイタイ病といっ

た病気にあらわされるように，悲惨な結果をまね

いている。公害の影響に対して医学の持つ責任は

大きく重いものがある。

医学がこれらの公害に起因する疾患に対して予
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百渓 浩
（医学部衛生学専任講師）

防衛生的な疫学面，患者それぞれの臨床面のいず

れのアプローチをとるにしても，もはや一人の医

師，研究者が長い年月を費やして追及していくこ

とは容易ではなくなってきている。これには，疾

患の原因となるものが複雑で簡単にはっきとめら

れないことや，多くの患者，続々と患者の生じる

事態を防ぐために，速やかな対策を講じる必要が

あること，などと多くの困難があるからである。

そこで，多くの場合，学識経験者などあるいは現

場の研究者などを組織して，研究班を作り研究を

進めていく。

政府や地方自治体は公害をなくすために，多く

の費用を支出しているが，この中には，医学的な

調査，研究のための費用も含まれている。そし
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て，これらの研究費で研究班を組織している。

さて，公害に関連する刊行物，とくに官庁の刊

行物について考えてみよう。これには二種類のも

のが考えられる。まずーっは，「公害白書」のよ

うなものである。「公害白書」や公害関係の法規

類についてはマス ・コミ ュニケーションでとりあ

げられることも多く，また書店でも入手できる

し，図書館にも備えられているので比較的なじみ

がある。ところが，これらは医学的な調査や研究

にすぐ結びっく性格のものではなく，概括的なも

のと言える。もう一つは，先に述べたことと関連

するが，研究班の報告書である。これは調査，研

究に必要な資料であるにもかかわらず入手しにく

い。書店などには出ないし，図書館でもなかなか

入手できないことが多い。

ここでは，容易に入手できる資料はさておき，

入手し難い研究報告書について述べてみよう。

ふつう，調査 ・研究費として研究班に渡された

資金に対しては，研究の終了した時点ないし年度

末に依頼した官庁などに報告書を提出しなければ

ならない。この提出された報告書は謄写刷りない

しタイフ・1=p刷で印刷lされるが，印刷部数が少な

し配布先は研究班員や関係者が多いようで，図

書館のような機闘が配布先となっているような場

合は少ないようである。また，きちんとした配布

先リストが用意されていることも少なし報告書

提出先も全国に散在しているため，横の連絡もな

いまま，全国の報告書が埋もれてしまっているこ

とも多いようである。

研究報告者が，この報告書とは別に他の雑誌類

に発表をすればそこから情報を入手することもで

きょうが，一次的な価値は研究報告書にみられ

る。そこで，研究の途上でこのような報告書を必

要としても，どうしても入手できなくなってしま

うことが多い。また入手できた報告書について

も，著者や刊行年月の欠けたものがあったりし

て，引用文献として不適確な資料もときおりみつ

けることがあり，これは研究者側の責任でもあ

る。

文献資料を入手したいとき，医学雑誌に関する

限り，入手を楽観視できる。というのは，もし，

塾内で入手できないものがあれば，他大学の医学

図書館などにすぐ手配をしてもらえるからであ

る。もちろん，塾内に所蔵されている場合よりは

費用と時聞がかかるが，これはやむを得ないこと

だろう。また，圏内になければ，アメリカやイギ

リスに複写の依頼を代行してもらえるととも心強

いことである。

考えてみると，このような相五に複写による貸

し借りのできるサービスの背景には，どこの大学

あるいは図書館に，どの雑誌が所蔵されている，

ということがわかっていなくてはならない。この

ようなサーピスが，一般に市販或は刊行されてい

る雑誌類については確立されているのに対比し

て，政府刊行物，なかでも公害関係の報告書類，

資料類について考えてみると， u、まのべたシステ

ムはほとんど出来ていない。

本来的に言えば，入手でき難い資料類について

こそ，このようなサービスができてしかるべきも

のであろう。

現在，医学情報センターで行なわれている厚生

省関係の公害，公衆衛生の報告書の収集 ・整理 ・

運用，そして文献目録，文献抄録を作成して雑誌

に掲載するような業務を速やかに県や地方自治体

レベルのものまで到達させることが必要になる。

この仕事はまだ始められたばかりなのであるが，

必要な資料をいつでも容易に入手できるようにす

るための第一歩といえるだろう。

ごく少部数の報告書であっても，必ず一部はあ

る責任ある機関に送付するような体制ができ，国

や地方自治体からの報告書はそこに行けば必要に

応じて読め，複写が入手できるようになれば研究

はもっと進めやすくなろう。

公害に限って話を進めてきたが，他の学問分野

についても同じようなことがおそらくは必要なの

ではないだろうか。
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政府刊行物収集・整備の現状と

政府刊行物の現状とその問題点についてはすで
注〉

に多くの論文に紹介済みであり，関係者にと って

自明の理とも言えるもので，それについて私がこ

こで何かを述べようとすることは余り意義も興味

もないもののように恩われる。ただ私立大学に在

ってつまり収集と利用に窮々としている側の立場

から訴えたいものがあるし，特定の大学の特殊な

ケースではあっても，もし同様の悩みを持つ人々

に少しでもガイド的な意味で参考になれば望外の

喜びと思い，前者との重複を敢てお許しいただく

ことでぺンを執った次第である。政府刊行物と言

っても諸外国のそれもあり，圏内のものにも中央

官庁，公共企業体，政府関係機関から地方自治体

に亘る広範な分野のものが含まれ，そのいずれも

大学の研究者・学生に必要なもののみで，それの

収集と利用について，思い上った言い方をすれば

管制塔的役割を持つ我々図書館員は正に応接にい

とまがないと言える。そして残念なことに花に鳴

れば高嶺の花や，流れに乗っても流れて来ないも

のがあ り，こちら側の受簡もはさみも充分でない

ものがあっていたずらに学内の利用者に嘆きを見

せている。さて本稿では一般に最も需要の多い中

央官庁の刊行物を主に，以下ー私学における実状

と収集利用の展望を試みてみる。

1. 政府刊行物作成但I］の現状

官庁が作成する膨大な資料は行政の必要に基く

調査資料，統計書，法律の立法過程での審議記

録，諸会議記録，部内の執務参考資料 ・報告書な

いし指導手引等多種多量に及ぶが，官庁がもっ一

大調査機関としての性格から， これら資料は学術

今後の構想・計画

石川博道
（三田情報センター刷所長〉

的にも信頼度の高い研究資料として研究者 ・学生

に不可欠のものとされている。これらは大別して

部外秘を含む非公開なるものと，一般頒布ないし

市販可能の公開資料とに分たれる。このうち大部

分のものは原則として先ず①その官庁に属する

国会図書館の支部図書館に集められ保管利用（主

として庁内向〕される。 ②国会図書館法に規定

された納本の義務制に基き国会図書館に送られ，

一般国民の閲覧利用にも供されることとなってい

る。納本率は刊行物の約90%と言われている。

③又， 専門図書館協議会が全国7ブロックに設

置した資料センターにも送られ，各地域社会の需

要に応えている。 ④市販のものは政府刊行物普

及協議会が直営する政府刊行物サービスセンター

（大都市6ケ所〉，及び民営の同ステーショ ン （大

体全国各都道府県単位50ケ所〉を窓口として販売

されるが，非売とされるものでも部数に余裕があ

る場合などこれらの機関を通じ，また本局の係に

依頼することで入手可能の面もある。

我々が官庁刊行物を利用しようとする場合いつ

どこでどのような資料がどのような形で刊行され

たかを知り得て始めて可能となるが，上記①～④

の利用／レートに対応する書誌サービスの実情把握

は何にもまして大切なものとされている。

我々が日常手にすることの出来るこれらの目録

は個々にはそれぞれの目的をも って出版されるも

のであろうが，利用面から大別して以下の 4つに

類別できると思う。

1. 文献解説を主とした目録一一「国の刊行物

解説と目録」（国立国会図書館，昭46）「戦後の政

府刊行物の紹介J（びぶろす 13巻2号～17巻8
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号，昭37～41）等。 易に入手できるよう，出版の面での刊行部数の繕

2. 速報性を意図した目録一一制本週報の官公 加を是非要望したい。

庁篇，政府刊行物新聞〈半月干IJ)，政府刊行物月

報，ぴぶろすの資料月報欄，大蔵省印刷l局発行の

政府刊行物月報，各支部図書館発行の目録中速報

的性格のもの〔この種刊行物についての案内は支

部図書館要覧，国会図書館年報の付表を参照〕

3. 収蔵目録一一全日本出版物総目録，支部図

書館の発行する収番目録，古くは「官庁刊行物総

合目録」（ 1～8巻，昭 20～3めがあり，又資料

センターから刊行される収番目録に「政府刊行物

展示目録」〈年干IJ)がある。なお経済統計資料関

係で新しく目立つものに，龍谷大学社会科学研究

所刊行の「統計調査資料目録－ 1969版J，経済団

体連合会から出された「民間統計調査資料一覧」

の付録「官庁統計調査資料一覧〈昭46）」がある。

4. 待買目録一一政府刊行物普及強化連絡懇談

会編集になる「政府刊行物等総目録」（年干のがあ

り，サーピス ・センター，同ステーションの在庫

注文の手引きとなっている。このほか大蔵省印刷

局発行の政府刊行物総目録があり同様の目的に利

用できる。

ただここで我々がよく注意しなければいけない

ことは，政府刊行物自体が国の行政上の必要に応

じ刊行されるもので，議会及び諸官庁自身の用に

供することが目的であって，民間の調査研究者に

奉仕することは二義的であるにすぎないというこ

とである。従って複雑なその刊行事情，つまり印

刷予算の過少と外郭団体への依存という一般的条

件の下に刊行される資料は，印刷部数も必要部数

を残して少く 1レートも複雑であり，もともと私立

大学の図書施設には入りにくいものなのである。

さて上記の目録の中には非売と呼ばれるものが

あるが，これは実は頒布可能のものが多く，唯印

刷l部数が少ないために非売の取扱いをするケース

が多いと聞く。又市販のものを購入しようとして

も目録にあって品切れで手の届かないものが多い

のは，単に目録の発行と現物の刊行の時間的間隔

が聞きすぎるだけではないらしい。我々としては

税金の還元の意味からも予算を増額して一般に容

2. 利用者倶I］の現状

私立大学における研究者がこのような政府刊行

物を軽視していたということはない。研究者〈学

生を含む〉はその所属する大学の図書施設に依頼

するかたわら，自らも何等かの方法で得た1レート

により資料の入手への努力を続けているのであ

る。我々の知る限り政府刊行物の流通機構は多少

の例外を別として，官庁は国会図書館を除き，原

則的に機関としての私立大学と公式lレートを持ち

得ない存在なのである。我々はこれら外部の不利

な条件にも拘らず政府刊行物の収集に努力して来

たが，研究教育情報センター設立を契機としてこ

の面の整備改善を一層充実したものにしたいと考

えている。従来各図書施設の収書業務が分散分離

して行なわれ，統一ある収書の方針 ・計画が立て

にくい状態で永く定着していたことがその聞に相

互の連絡協力の努力があったにも拘らず収書面で

今日の遅れを致した所以であると思われるからで

ある。しかしながら政府刊行物が圏内の年間総出

版物の半ばに及ぽんとする凄じいまでの量産傾向

と，その 80%が継続ものという性格などからし

て，政府刊行物は収集整理及び利用の対象として

最も処理のしにくいものであり，加えて予算 ・人

員 ・スペースなど私立大学の力の枠の制約もあっ

て，収集面でも利用面でも容易に解決しにくい問

題を種々はらんでいる。

3. 今後の収集整備のポイント

今や学術研究の新しい傾向に研究領域の拡大化

と総合化が見られ，幅広い研究分野の開発が行な

われつつある。この時点での学術情報の収集とい

うことはすでに個人の力量を超えたところに来て

いる感じである。巨大な情報源の氾濫とも言える

量産化と複雑化に対応するためには，組織の力が

必要である。図書施設が研究者の要望を先取りし

た形でデーターの収集管理と提供につとめること

は正に責務であると言えよう。
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研究者の要望には色々あるがデーターバンク と

しての資料の充実と利用サービス体制の撃備への

要望が中心となる。政府刊行物については収舎の

面では必ずしも全部を網羅的に収集することは不

可能でもあり，専攻主題・予算額の視点からむし

ろ重点的に，いわばワーキングコレク ションの形

成と充実を志向すべしとの声が高い。又，収集に

当っては入手し易い市販のものを対象に，新しい

部分を将来に向って積み上げてゆく方法が確実だ

とされる。しかし一方では立法過程の審議記録 ・

政策決定のための調査報告など，むしろ入手しに

くいものの収集こそ大切であるとも言われてい

る。特に各種統計資料類の整備についての要望が

強い。 これら研究者の要望を的確に把握するため

にはアンケート方式の援用も考えられようが，資

料の選定 ・収集 ・整備に当っては，まず既存のコ

レクションとの関連が最も重要であり，これとの

接点に立って今後政府刊行物の整備を行なってゆ

きたいと考えている。このためにも現時点での各

図書施設における政府刊行物の分布状態 ・所蔵内

容及び数量等実態を明らかにすることが必要であ

る。いずれにせよ研究者の要望を具体的に反映さ

せるものとして確実な計画性をもつものでなけれ

ばならない。さてこの際特に考慮すべきことは政

府刊行物を担当する専任者の確保の必要というこ

とである。政府刊行物の入手難という事情からど

うしても対外折衝を必要とする。この担当者はい

わばリストを頭の中に入れており，内部的にはコ

レクションの整備の役割も担当出来ることが必要

である。

4. 利用促進について

次に利用体制については学内における政府刊行

物のコ レクションを一括架蔵するが可か，それと

も各分野毎に分散収蔵が是かの論がある。この件

は予算とスペースに関わりをもつばか りでな く，

基本的に研究者の利害に定着しており俄かに判定

を下しがたい。問題はいかに効率的に利用効果を

高めてゆくかにあるから大学内の研究教育に関わ

る体制を今より更に開放的なものとなし，関係者
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相互の連絡調整と協力を強めてゆくことができれ

ば，その精神的紐帯の強まりの中であとは技術処

理の解決だけの問題となる。目録カードの整備 ・

相互利用の円滑化など，研究者 ・学生からの課題

も多いが建設的発言として充分尊重してゆきたい

と思う。

次に学外施設の利用がある。申すまでもなく必

要度の順位によ って座右におくものと外部に依存

して済すものとがある。外部機関の利用で最大な

かっ公式／レートの確立しているのが国立国会図書

館である。同館の利用については今更紹介するま

でもないが，一つ二つ細かU、心得をあげておく。

それは納本済の官庁資料のうち半年刊以下の継続

的刊行物及びパンフレッ ト類は国連 ・官庁資料室

へ，年刊を含む単行書は一般書庫へ排架される。

勿論，継続ものも合本製本後は一般書庫へ入る。

複写で研究用として全巻複写したいときは著作権

の問題もあり閲覧部運営課に申し出て特別許可を

受けること。又館外貸出は大学単位に登録制があ

り，塾もしばしば利用しているが逐次刊行物の貸

出はここでも不可である。支部図書館は原則とし

て非公開である。ただ大学教授に門戸を開放して

いるところも，又紹介者を通じて館長が部外者の

利用を特別に許可している館も多い。これら支部

図書館の利用は決して不可能という訳ではない

が，以上の知く極めて煩雑なので別の方法として

専門図書館協議会の存在を知っておくのが便利で

ある。このメンバーには会員機関同志の相互利用

の協約の下に利用が許されている。

5. 政府刊行物のマイクロ化について

アメリカでは最近ローノレフィノレムに納めて供給

する試みのあることが報道されたが，我国でも政

府刊行物のマイクロ化の計画はかなり以前からあ

り，国会図書館の連絡部でもこの計画を考えてい

るが，この度日本図書館協会では文献複製委員会

（委員長 ・弥吉光長氏〉を作り政府刊行物を中心

にマイクロ化による学術情報の利用普及を計画し

ている。我々が入手難の政府刊行物をこの計画の

実施によ って容易に手にすることの一日も早く出



来ることを心から願っている。

注〉 酒井悌「日本に於ける政府刊行物の現状

とその入手について」（第 1回日米大学図書館会

議報告論文集第1部， 1969）；佐久間信子「官庁資

料の利用法と書誌」（ぴぶろす21巻 3,4号）；鈴木

幸久「研究資料源政府刊行物の収集」（第 1回日

米大学図書館会議報告論文集第2部， 1969）；原田

…....・特集一一政府刊行物の収集 ・整備・

隆吉「日米大学図書館における政府刊行物の入手

と交換」（第 1回日米大学図書館会議報告論文集

第 1部）；閏辺由太郎「日本の官庁刊行物の現状」

（国立国会図書館月報 No.35, 1965. 2）；黒木努

「政府刊行物の収集と提供」（図書館界18巻2号，

1966. 7）；，渋田義行「統計調査資料の効果的収集の

方法について」〈ぴぶろす20巻12号〉

！ 研究・教育情報センター刊行物の御案内 ！！ 

II 〔三国情報センター〕 II 
ii 文献シリーズ ！！ 

ll Aも.10 手形法 ・小切手法 昭和46年 3月刊 i
Ko. 11 経済学関係記念論文集記事索引

単行本の部（個人編）一昭和43年12月現在 昭和46年 2月刊 !! 
慶応義塾大学雑誌目録欧文編 昭和39年12月刊 II 

~ " 和文編 昭和42年3月刊

II 慶応義塾図書館蔵和漢書善本解題 昭和33年11月刊 !! 

× ××××× ii 

il 〔医学情報センター〕

！！ 医学教育文献速報 隔 月 刊

｜！ 図書館 ドキュメンテーシ ョン文献集 月 刊 l! 
!I スタ ッフ ・マ ニュ アノレ’71年度改訂版 近 刊

！！ 資料サ ービ ス編 ｝

情報サ ービ ス編 ｝

II 総務編j

[I Library System 季 刊

jj List of Foreign Medical Periodicals 昭和46年7月刊 !! 

!! 購入問合せ先 ： !! 
三田情報センタ ー総務

！！ 東京都港区三田 2-15-45（干 108） 電 話（453)4511 内線 3413

” 医学情報センタ ー総務 !! 
東京都新宿区信濃町 35（干 160） 電話 （353)1211 内線2751
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政府刊行物の意義と問題点

ぜ時

〈〉はじめに軍圏
各国の政府は，程度の

差こそあれ，その政治，

経済，社会の実情を明ら

かにし，政府の施策について広く国民の認識を高

いーl

輔腫・y 'I.;;

めようとρ う立場から，各種の刊行物を作成，頒

布している。

20世紀における政府の役割は従来にもまして大

きくなっているが，とりわけ科学技術の領域にお

いて，政府機関の仕事は重要な位置を占めてい

る。 ］.D. Bernalのいうように，科学は1890年代

の私的科学の時代から1920年代，30年代の産業界

の科学の等代を経て，第二次大戦中から政府の科

学の時代に入っている。

国家でなければまかなうことのできない多額の

費用や多数の人員や大規模な設備を必要とする巨

大科学においては，もはや単に自然科学 ・技術の

領域の開発だけでなく，人文 ・社会科学を含むあ

らゆる領域の研究成果が求められる。そのため

に，大規模な組織的な調査に対する政府の援助

や，各種の国立研究機関の研究が増加し，その結

果 としての報告資料が数多く刊行されることにな

る。

こうしたかたちで政府刊行物が出版されること

を知るならば，それがさまざまな分野の調査研究

に貴重な情報を提供してくれる基礎資料となるこ

とは容易に理解できるはずである。

。情報源としての政府刊行物

政府刊行物のなかには，一般の読者を念頭にお

いた魅力的な出版物もあるが，概していえること

は，頒布方法が特殊なために入手しにくく，内容

も独特のお役所口調で， しかも形態的にも不体裁

長沢雅男
（文学部図書館・情報学科助教授〕

である。こういう性格のものが多いために，政府

刊行物といえば，お上の作った無味乾燥な固くる

しい印刷j物としてのイメ ージができあがってしま

っている。長年のあいだに形づくられたこうした

先入観念を払拭するのは容易なことではない。

しかし，学問の研究に従事するものが，このよ

うな先入観念にとらわれて，研究に役立つ重要な

情報に目を向けよう としないでいいのだろうか。

研究者にとっては，それがどんなに使いにくいも

のであっても，貴重な情報源であるならば，生か

して使う方途を講じなければならないはずであ

る。

政府刊行物がつくられる際には，専門家が協力

し， 専門的調査を行なって，基礎的データを得る

ことが多いので，でき上ったものの形態は不備で

あろうとも， 1次資料としての価値は高い。政府

の施策の報告，コマーシャノレ ・ベースでは到底な

しえないような大規模な統計調査など，時宜にか

なった最新情報をこれほど豊富に収載しているも

のは他にはないだろう。

政府刊行物は内容的に多様な情報を提供するだ

けでなく，その量も膨大なものである。各国にお

いて，どんな出版社よりも政府関係機関が出版し

ている印刷物が多い。

ところで，このような大量の多種多様な情報源

を総称する政府刊行物というのは何であり，Eの

範囲に及ぶものだろうか。この点を明らかにする

ために，まず定義の検討に移ることにしよう。

。政府刊行物とは

出版物はいろいろな観点から種類分けすること

ができる。単行本，雑誌，パンフレッ卜などは出

版形態による分け方である し，これらを内容の面
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からみるならば，人文科学，社会科学，科学技術 集し，かつ国際交換を行なう必、要上，法規に基づ

関係に分けられるし，これらはさらに細分するこ

ともできょう。

ところで，政府刊行物（GovernmentPublica-

tions）というのは，どのような観点から分けられ

たものであろうか。商業出版物，団体出版物，大

学出版物などと同じように，刊行機関によって分

けたものと常識的に考えて差支えないだろうか。

このよ うな聞いに対しては，そうである場合も

あり，そうでない場合もあるというあいまいな答

しか出てこない。固により，時代により，あるい

は人によっても，政府刊行物についての理解はま

ちまちだからである。

この辺に，政府刊行物を扱う際の混乱が生じる

原因があるので，あらかじめ政府刊行物の定義を

しておいて，その範囲を決めておく必要がある。

もっとも，それを利用する立場にある人にとって

は，その内容が問題であり，政府刊行物であろう

となかろうとあまり問題ではないといえるかも知

れない。しかし政府刊行物は特殊なものとして一

般の出版とは別扱いされ，別置されたり，特殊の

検索手段を講じたりされることが多いので，それ

がどの範囲のもので，どういう種類のものが属し

ているかをあらかじめ知っておくと甚だ好都合で

ある。

したがって，幾つかの重要な定義を紹介しなが

ら，政府刊行物とは何かについて検討を加えるこ

とにしよう。

わが国では，昭和31年11月の閣議了解として，

“政府機闘が編集する印刷物で，販売または頒布

するもの”が政府刊行物であると規定している。

これはいわば狭義の政府刊行物であるが，それに

もかかわらず，官報，法令全書な巴の法令関係資

料；政治，経済，社会の実態や政策などを解説す

る白書類；各省庁で編集される広報誌，統計調査

資料類；その他中期経済計画とか審議会の答申

書，議事録など，かなり多彩である。これは昭和

32年以来毎月発行されている『政府刊行物月報』

に収録されている資料の範囲と考えてよい。

国立国会図書館では，圏内出版物を網羅的に収

いてその範囲を決めている。そして，同館発行の

『納本週報』や『全日本出版物総目録』において

は，政府刊行物とはしないで，一般刊行物と区別

するために，官公庁刊行物として扱っている。

この官公庁刊行物のうちには， u国の諸機関によ

り又は国の諸機関のため”（国立国会図書館法第

24条第1項〉に刊行されたものf都道府県若しく

はこれに準ずるものの諸機関により又はこれらの

諸機関のため”（同法第24条2の1項〕に刊行さ

れたもの，および“市（特別区を含む〉町村若し

くはこれに準ずるものの諸機関により又はこれら

の諸機関のため”〈同法第24条2の2項〉に刊行

されたものが含まれる。これは前述の閣議了解に

よる定義よりも広い解釈であり，民間出版物に対

する公の出版物（OfficialPublications）として

の政府刊行物をとらえたものである。

このようなとらえ方は，実は，ユネスコの「公の

出版物および政府文書くGovernmentDocuments) 

の国際交換に関する協定」（1958）において行な

われている。これによれば，u報告書，議事録その

他の立法関係資料などの議会文書，中央政府，連

邦政府および地方自治体の行政出版物や報告書，

全国書誌，各国要覧，法令集，裁判所の判決録，

その他合意のあった出版物が，一国の政府当局の

命令および出費によって出版されたときに”それ

を公の出版物としている。

国立国会図書館が政府刊行物を公の出版物とし

て広義に解しているのは，法律の規定があるから

とい うだけでな く，ユネスコの協定に基づく国際

交換の実際的な必要からでもあろう。『納本週報』

に目を通すと，”官公庁納入の部”に立法，司法，

行政各省および都道府県別に資料がリストされて

いる。これらの省庁，地方公共団体およびその下

部機闘が関係した出版物はそのもとに収載するこ

とを原則とする。したがって，例えば，国立大学

の出版物は文部省のもとに，公立学校の出版物は

都道府県名のもとにリストされることになる。

諸外国でも政府刊行物に統一的な定義が与えら

れているわけではない。しかし，近年では，概し
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て広義に解している場合が多いようである。とく

に，アメリカで広義に解しているのが諸外国にも

強い影響を与えたことがうかがえる。

アメリカでも，古くは， Checklist of United 

States Public Documentsにみられるようにf政

府刊行物を公文書（PublicDocuments）としてと

らえ， u政府の費用で印刷された出版物とか議会の

権限にたいて，あるいは政府出版局（Government

Printing Office）によって出版されたもの，およ

び議員に配布するためとか政府の役人あるいは一

般に頒布するために，議会あるいは政府機関によ

って購入された出版物は公文書である”と してい

る。 しかし，公文書という場合は古文書館が保存

対象とする公のオリジナノレな記録物が広く含まれ

るから，その文書から複製された出版物とは必ず

しも一致しない。

その後，政府刊行物の定義づけがいろいろと試

みられたが，その代表的なものがL F. Schmecke-

bierによる定義であろう。彼によれば政府刊行物

は次のような出版物である。

① 政府印刷局の出版事項をもつもの，あるい

は政府機闘が使用するために政府印廊I］局で出

版されたもの。

＠ 出版事項ないしは印章によ って，政府機関

名を明らかにした出版物で，その機関の業務

上承認され使用された出版物，ないしは政府

の業務上，正式に配布された出版物。それが

政府印刷局で印制されたものであろうとなか

ろうと，また印刷に要する経費が政府，民間

のいずれによって支払われよう と，それは問

わない。

＠ 商業関係の会社，団体あるいは個人によっ

て発行された出版物で，そのうちの一つの版

あるいはリプリントが政府機聞によって入手

され，関係機関名が出版事項ないしは印章で

明記されているリプリ ントあるいは正式の

版。政府によって購入されたリプリントであ

るが，それを碩布した機関名のないものは含

まれないし，政府の官吏あるいは雇用者が記

事の執筆者であったとしても，その記事が政

府刊行物となるわけではない。

この定義は政府刊行物の概念がまだあいまいな

1930年代に，試論的に行なわれたものであった

が，その後広く受け入れられて今日にいたってい

る。但し，＠に該当する政府刊行物がどの程度あ

るのか，あったとしても極めてまれなケースであ

ろう。

。政府刊行物の種額

これまで定義を述べた際にも，各種の出版物を

とりあげたが，広義に従えばより多くの種類が含

まれることはいうまでもない。乙こでは， A.M.

Boydに従って，政府刊行物の種類として，次の

17種をあげておこう。

1. 行政報告

2.統計報告

3.委員会あるいは審議会報告

4. 調査報告および研究報告

5.議案および決議案

6. 公聴会記録

7.議事録

8.法令・諸規程類

Monthly Catalog 
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9.判決録，意見書 ノレギー，スエーデン，デンマーク，ノルウェー，

10.命令 ・規則 スペインなどがある。

11.名鑑および登録簿 日本でも明治5年に印書局という政府の印刷機

12.書誌その他のリスト類 闘が創られた当初は，政府刊行物の印刷l順布を集

13.一般的 ・記述的な広報資料 中的に行な うことを 目指していたよ うであるが，

14.定期刊行物 民間の印制事業の育成強化を図るためという理由

15.報道発表資料 から，数年を経ずしてその業務を縮小してしまっ

16. 地図および海図

17.フィルムその他の視覚資料

これだけで政府刊行物のすべてが尽せるわけで

はない。このほかに，条約その他の外交文書，公

示記録，教育，研修資料など，まだいろいろ列挙

できょうが，一応これらが政府刊行物の主体をな

しているものと考えてよU、。これらには本印刷の

ものだけでなく，タイプ印制，ガリ版制りなどに

よって複製されているものも含まれて いる。 但

し，カーボン紙による複製物は除外される。

事実，世界のどんな出版社よりも多く出版を行

なっているアメ リカの政府印刷局から毎月発行さ

れている政府刊行物目録 MonthJyCatalogをみ

ると，連邦政府の各機関が関係するあらゆる分野

にわたる多種多様な資料が豊富にリストされてい

るのに驚かされる。最近数年の収録記入点数を調

べてみても， 18,000点を下ったことはない。

。政府刊行物の印制・頒布

Monthly Catalogのなかには，政府印刷局で印

刷されたものだけでなく ，政府の各機関で個別的

に印刷されたものも含まれている。網羅的なリス

トとはいえないけれども，このような包括的な政

府刊行物目録を継続的に発行することができるの

は，一つには議会の一機関としての政府印制局が

統一的印刷刊行機関として発達しており，その頒

布，目録作成を集中的に行なっているからである。

アメリカと閉じように，印刷刊行を一元的に行

なっている国としては，イギリス，イタリア，オ

ーストリア，オランダ，カナダなどの諸国がある。

また日本のように政府刊行物の印刷刊行を分散的

に行なっている固には，フランス，西ドイツ，ベ

た。とのことが今日のような分散型に移行した大

きな原因であると考えられる。

しかし，それ以上に大きな理由がある。それは

政府が国民のあいだにその批判の材料ともなるよ

うな資料を積極的に流そうとする姿勢はもってい

なかったし，また国民の側でも固くるしいお上の

通達や宣伝臭の強い広報にはあまり関心を示さな

かったからであろう。

政府機関で執筆・編集されたものを民間の印刷・

販売に委ねている場合にも，種々の利点はあるけ

れども，採算を度外視することができないために

高価なものになったり，あまり需要のないものは

出版されないでしまったりする という弊害を伴い

がちである。また，政府機関と特定の団体あるいは

業者との不公正な愈着が生じないとも限らない。

このような事情に加えて，政府諸機関でも印刷

刊行費について十分な予算的措置が講じられてい

ないために，多くの政府機関の資料の作成部数が

限られ，特に顔のきく人たちだりに資料が頒布さ

れ，研究のためにそれを本当に必要とする人の手

には渡らないという困った問題も起こってくる。

いうまでもなく，政府刊行物は“与党”のため

だけにあるのではない。国の施策や政治，経済，

社会の実態に関する諸調査の結果が広く国民に知

らされることは，民主国家においては基本的要諦

である。国民は知る権利をもち，政府は知らせる

義務がある。

政府刊行物の普及強化とU、った口さ きだけの閣

議了解にとどまらず，その印局I］刊行と頒布をでき

るだけ集中的に行なう努力を重ねることによっ

て，より 多くの刊行物が国民の目に触れるよ うに

仕向ける必要がある。それはなにも国民ひとりび

とりに刊行物を頒布すべきであるというのではな
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い。むしろ，どのような政府刊行物があるかを，

できるだけ網羅的に目録その他によって速報し，

それを必要とするものがあれば，政府刊行物セン

ターその他を通じて確実に入手できるようにする

とか国立国会図書館その他の主要な図書館に寄託

された政府刊行物が自由に閲覧あるいは複写でき

る体制を整える必要がある。

ところが，政府刊行物全体からみれば，販売さ

れるものはわずかな数で，しかも時期を失すると

入手できないことが多いし，国立国会図書館をは

じめ，主要な大学図書館，公立図書館においても

政府刊行物のコレクションはおおむね弱体で，利

用者の要求に十分耐えられない実情である。

例えば、国立国会図書館法第24条によれば，す

べての政府刊行物が同館に納入されなければなら

ないはずである。しかし，その収集の現状をみる

と，同館が弱体である上に，政府諸機闘が非協力

的であるために，その本来目指している網羅性か

らは程遠い。大学図書館や公共図書館は推して知

るべしである。

このような状態で，しかもいずれの政府機関も

その刊行物を完全に把握していないことは，国家

的にみて大きな損失であるといわなければならな

い。したがって，さしあたりは，少なくとも国立

国会図書館に完全に近いコレクションをつくり，

それを利用しようとする人びとが自由に閲覧でき

るようにするために，関係者は最大限の努力を注

ぐ責任を果たすべきである。

また，国会図書館への納本制度は資料を外国の

政府刊行物との国際交換の用に供するためにも守

らなければならないが，現在は，関係部局の認識

不足による法律無視のために，必要部数が納めら

れず，国会図書館では著しい支障を来たしてい

る。必要部数の複本が確保できれば，これを国際

交換資料とすることによって，諸外国から有用な

政府刊行物を収集するのに役立てることができ

る。こうして見返りにくる資料は，議会および行

政諸機使だけでなく広く国民一般に利用できるよ

うに整理されることによって，計り知れないほど

の利益をもたらすことはいうまでもない。

。おわりに

政府刊行物というのは，どういうものであっ

て，どんな種類のものからなるかを，幾つかの定

義を通じて解説し，それらが研究情報を入手する

ために極めて重要な情報源となることを明らかに

した積りである。

しかし，大量の政府刊行物があるにもかかわら

ず，その全体的な把握は極めて困難で，その収集・

整理・利用上にも多くの問題をなげかけている。わ

が国の政府刊行物は主要な諸外国のそれよりもか

えってとらえにくいという皮肉な現実さえある。

こうした状況を打開するためには，政府が全体

として政府刊行物の印刷 ・刊行 ・頒布の一元化の

方向を目指し，サービスセンターを拡充して，有

料，無料のものを間わず，碩布体制を確立しなけ

ればならない。そのために，十分な予算措置を講

ずることは，知る権利をもっ国民に対する税の適

正な還元でもあるから，政府が積極的な方策を採

ることがまず先決である。それとともに，刊行物

を出した政府諸機関は国会図書館への納本を現行

法規に従って，完全に実施する義務を果たさなけ

ればならない。

さらに，アメリカにおけるように，全国の主要

な大学および公共図書館を政府刊行物の寄託図書

館として指定し，その規模に応じて所定の刊行物

を一括送付し，広く国民の利用に供するよう制度

化する必要がある。こうした個々の図書館と政府

刊行物のセンター館としての国会図書館が利用面

における連携を強化することによってはじめて，

研究調査のために政府刊行物を十分に活用する体

制を整えることができる。

注〉
1) Schmeckebier, L. F. Some problems of 

government publication <ALA. Committee 

on Public Documents. Public documents; 

papers presented at the 1936 Conference 

of the American Library Association. Chi. 

cago, 1936> p. 28-9. 

2) Boyd, A. M. United States government 

publications. 3d ed. Rev. by R. E. Rips. 

New York, Wilson, 1949. p.14-19. 
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； 日吉 情 報 セ ン タ ーの構成と運営 I 

かねてから計画されて

いた「日吉情報センター」

も，いよいよ来年度， 47

年4月 1日開設をめざし

て準備中ですが，その中間報告をしておきたいと

思います。本年4月から準備委員会が設けられ，

夏休み前には「日吉情報センタ一規程案」も出来

ましたので，今回はとりあえず同センターの構成

と運営の面について述べることにします。

「日吉情報センター」は，すでに45年4月に発

足した「三田情報センターJ, 46年4月に発足し

た「医学情報センター」， また来年（47年） 4月

に同じく発足予定の「理工学情報センター」と共

に， 「慶応義塾大学研究 ・教育情報センター」の

一環としての活動を担うものであることはなんべ

んか紹介されている通りです。それ故に，規程案

の骨子においては大差はないのですが，単学部的

構成による医学情報センター，理工学情報センタ

ー，それから学部別単位を主とした綜合体である

三田情報センターに対して，日吉では，一応学部

別構成を背景としているものの，主眼が一般教育

におかれているため，それに伴なって他地区とは

ちがった構成，運営が求められてくるし，なお，

文科系だけでなく自然科学系列をも包含している

ので，それなりにある程度の複雑性も特殊性も出

てくることになります。

「日吉情報センター」の構成を規程案の大要に

したがって紹介しますと，まず所長，高1］所長をお

き，その所長は全塾の情報センターの日吉支部長

になります。それから，人事，庶務，会計，施設

管理および業務運営上の調整などを行なう「総務

部門」をおく 。そしてサービス部門として「パブ

リック ・サービス課」と「テクニカノレ ・サービス

沢 進 j
〈藤山記念日吉図書館副館長〕 j 

課」を設ける。パブリック ・サービス課は，現在

の「 日吉研究室図書室」と「藤山記念日吉図書

館Jとのそれぞれの図書閲覧，貸出，また資料の

複写などを，取扱うことになります。つまり二つ

のサービス単位が組織の上では一本化される形に

なるのですが，そしてたしかに研究 ・教育活動に

おける情報の綜合流通化と能率化をめざして情報

センターが設立されるわけですけれど，前々から

村田前日吉図書館長なども指摘されているよう

に，日吉の図書館は学生の利用を主とした学習図

書館であるために，研究室とは別の機能の仕方が

どうしても必要ですし，したがってサービス業務

の実際面では大体これまでの研究室，図書館それ

ぞれの運用形態を引継いで行くことになると思わ

れます。

一方，テクニカ／レ・サービス課は，パブリック ・

サービ、ス諜の二つの単位部門において利用される

図書および資料の収集，整理などを取扱うことに

なるわけです。ここでも研究室側と図書館側とは

その業務の細部ではやはりある程度の分業が必要

になると思われますが，根幹では出来るだけの一

本化をはかることが情報センターの主旨でもあり

ましょうし，その可能性も相当あると恩われるの

で，その方向への努力を注ぐことになるでしょ

つ。

以上のサービス二部門の構想はさしあたっての

非常に大まかなものになっていますが，これが実

際に運用されて行くようになると，いろいろ新ら

しい要素も出てくるでしょうし，それらをどう採

り入れて実施面に生かして行くかということにな

るのでしょうが，それには慶応義塾の内部だけに

限ってみても，他地区の情報センターとの連絡を

深くとることが必要ですし，特にテクニカ／レ ・サ
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ーピス部門では相互の連携を緊密にして行かなけ

ればなりますまい。

また視聴党教育 ・研究活動の商を情報センター

とどのようにかかり合わせて行くかということ

を，すでに荒木前研究室運営委員長も触れておら

れましたが，これも今後に残された課題のーっと

いえましょう。

次に，情報センターの運営に関する基本方針，

予算，決算，その他の事項を審議する「日吉情報

センター鶏議会」がおかれます。これはセンタ一

所長の諮苛機関となるものですが，その構成内容

は前にあヴた事情などからやはり日吉独自のもの

となります。つまり三回のように学部別の単位か

らの委員構成ではなく，研究 ・教育部門別を単位

として構戒されることになるわけです。それを規

程案についてみれば， 「日吉情報センター協議会

の委員は．次の各号により日吉情報セ ンタ一所長

が委嘱するJとなっており

① 日吉主任のE選によって推薦された者（ 1 

名〉

② 人文科学部門，社会科学部門，自然科学部

門および語学部門の主査（各 1名〉

③ 人文科学部門，社会科学部門，自然科学部

門および語学部門から推薦された者（各 1名〉

④ 日吉研究室運営委員長および日吉研究室主

事

⑤ 日吉情報センター副所長およびそれを補佐

する職位にある者

⑥ その他日吉情報センタ一所長が必要と認め

た者

以上について少しく注釈を加えるとすれば，⑤

の「・・・・・・それを補佐する職位」とあるのは， 総

務，サービス各部門の課長とか，あるいは主任と

かがその対象となるでしょうし，⑥のケースは，

たとえば日吉での大世帯である語学部門などにつ

いては，部門主査と他に部門から推薦された者 1

名だけでなく，英 ・仏 ・独などの語学別の委員を

増加させる必要のあることも考えられるし，多く

の専門分野を抱えた自然科学部門についても同様

のことがU、えるかもしれません。それからまた教

務その他の部署からの委員を加える場合もあるか

と恩われます。

だいたい以上述べたところが現在までの「日吉

情報センター」の構想の大要なのですが，さてこ

れを現実の場にあてはめて，具体的にどう実現し

て行くかということになるわけです。その場合の

日吉の問題点については本誌第一号において，村

田先生，荒木先生，また上回先生から充分に述べ

られていますから，今回はそれに言及しないこと

にしますが，私が準備委員に加わって今日までに

第ーに痛感したことは，日吉では何か事をはじめ

ようとしても，施設などの物理的な面で，すでに

入り込む余地がほとんどないということです。も

ちろん物理的な場が与えられればそれですぐさま

物事が順当に行くことにはなりませんが，最少限

の基礎的なところでの打開に苦心しなければなら

なヤのは，やはり何とかしなければならないこと

だと思います。

しかし，今後「日吉育報センター」をどのよう

に有効に運営し，充実させて行くかということ，

つまりそれは慶応義塾ゎ研究 ・教育をいかに進

め，充実させて行くかということにもなって行く

のですが，そのーっと して日吉研究室および研究

図書室の増築あるいは新築，日吉図書館の増築あ

るいは新築の計画が綜合的におし進められなけれ

ばならないと思われるし，それについてはさまざ

まな角度から考え，論じられなければならないこ

とですが，それはそれとして，当面は，ともかく

も限られた条件の中で情報センタ一実施への最大

限の努力をかたむけて行くことになります。

- 14 -
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有余るお金と限りのない時間を使って研究をや

りたい。私は本塾機械工学科において，国体材料

の破話題，主に鉄鋼材料の破嬢に興味を持ち，実験

的な研究活動を行っている。したがって，これか

ら述ベる「雑感Jには，これらの環境，状況によ

る偏見が含まれることと思う。

研究活動の開始にあたっては，誰しも，閉じ事の

繰返しを避けるために過去に行われた研究の詳細

な鯛査を行うことであろう。まずは研究活動の守

備範囲と位置づけが重要な意味を持ってくると思

われる。この文献蒐集の期間においては，

文献の意味するところの結論の分解，統

合が研究活動の重要な部分を占めるもの

であり ，これが出来ると，やっと一人前の

研究者ということになるのであろうか。

TEAROOM 

文献も集めなく てはならないし，画期的な（ ！）ア

イディアを考え出さねばならないし－。無限の時

間と資金があれば，いとも優雅に，エアコ ンの利

いた図書館に通っていればよいのだが，そうもい

かない。

まずは，関連を持つ多くの情報をより速く集め

たい。現在計画中の研究と同じ事が過去に行われ

ていたら，それは一銭の価値もないのだから。

こんな具合に毎日努力を重ねてはいるものの，

現実の研究活動では，エッセンスたるオリジナJレ

を考える前に，文献i長めに手間がかかる。この手

間は単なる機械的操作だと思うのだが， 一見アカ

デミックな様相を呈するために，文献が手に入る

と安心してしまい，とかく研究活動でも行ってい

たかのような気分になってしま う。

ROOM ＜ティールーム＞

博邦

TEA 

回山

TEAROOM 

研究活動雑感
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文献，情報を自由に手に入れる機能が満足され

ると，研究者は益々，能力の限界で脳味噌を絞っ

てオリジナノレと奮戦しなければならないことにな

る。

こんな「戯言Jを思いだしては，我身に鞭を打

っているが，いつの日か，この鞭も利かなくなっ

てしまうかもしれない。（工学部機械工学科助手〉

4時

文献が手に入らないといって研究活動

は休むわけにはいかないのだから，すべ

て情報は必要とする時に迅速に手に入る

必要がある（すべて手元に文献があるという事と

は異なる）。

文献をはじめとする情報の蒐集システムが確立

されていれば，研究者は，自由により速いスピー

ドでもってオリジナノレ ・アイディアを活用，また

それに専心できることであろう。しかし余り自由

に速く情報が手元に入ると，文献金部読まないと

落ち着かず，文献蒐袋路になってしまうかもしれ

ない。大切な取捨選択の能力が麻縛することが恐

ろしい。

* * 

司長

* 

* 

過去にどんな研究が為されたか，またそれがい

かなる内容の論文であったかを理解し，記憶する

ことは，多少の理解カさえあれば，それほど難し

いことではないように思う。しかし研究活動は理

解力だけではない。多く の論文の流れを自己の記

憶の中に正確に位置づけていくことは，それほど

易しくはない。過去に行われた研究活動を正確に

把墜し，その上にオリ ジナノレを組立てることが研

究活動そのものであろうか。ここまではまだいい，

最後に自らの成果（能力かな り を自 らの手で評

価しなければならないのである。正確に ！ ここ

で大抵一度や二度，自らの能力に自信を失ってし

まう。研究活動とは，緩まれてはできないもんだ

と思、いながら毎日せっせせっせと研究室に顔を出

している。

9時* * 
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松下記念図書館の完成

日吉矢上台に訟下記念図書館が完成したこと

は，工学部関係者や図書館 ・情報センタ一関係

者はいうに及ばず，義塾関係者全員の慶びとす

るところである。

小金井の工学図書館は，延床面積約 350m2,

閲覧座席数80席，書架収蔵カ24,000冊と，いか

にも狭臨にすぎ，近代的文献情報サービスを要

請されて来ている今日，それ以前の基本的サー

ビスを遂行するのにさえ困難を感じる有様であ

った。その結果は，利用者である研究者，学生

などの図書館サービスに対する不満となって欝

積していたのであろうし，また図書館側からみ

ればs サービスを通じて義塾の研究 ・教育の発

展に積極的に寄与せんとする図書館職員の意欲

をどれほど阻害してきたかはかり知れない。こ

のよ うに考えるとき，松下記念図書館の持つ意

義と役割はきわめて大きいといわなければなら

ない。

松下記念図書館は，松下電器産業株式会社の

格別のご好意によって，その建設費用全額の寄

附を受けて完成したもので，鉄筋コンクリート

造3階建，建築面積 1,115m2 (337坪〉，延床面

積約 2,230m2 (694坪），日吉矢上台正面の坂遁

に立っと，向かつて右手の丘上にその煉瓦模様

の優美な姿を横たえている。

正面入口を入ると，玄関ホーノレ， 右手には目

録コーナーおよび新着雑誌コーナーが設けられ

ている。また左手には，カウ ンターをへだてて，

文献複写サーピスのためのスペース，さらにそ

の奥には運営事務室およびテクニカル ・プロセ

ス用の作業エリアがある。

玄関ホー／レを奥に進むと，二次資料をコアと

する書架（収容能力27,000冊〕を囲むようにし

て，第一閲覧室（座席数100）がある。いっぽう ，

運営事務室の右手奥には館長室（理工学情報セ

ンタ一所長室〕や小会議室が設けられている。

二階へは玄関ホール左手前の階段を上るが，

ここには第二閲覧室（座席数 110）および第三

閲覧室（自習室座席数60）と，書庫（収容能

力 55,000冊），単行書用書架（収容能力 6,000

冊〉のほか，特許関係資料室，マ

イクロ資料室等のスペースが設け

られている。

なお， これらの書庫 ・書架は全

館開架システムで運営され，利用

希望者は一切の資格を問わず自由

に閲覧できることはいうまでもな

U、。

三階には会議室が設けられてお

り，学部関係の諸会議にも大U、に

利用されるものと思われる。な

お，そのほかの面積はアスフアル

ト防水等をほどこした屋上部分と

なっており，この屋上に立っと，

・•，H，・4・．． 局、....・・．内・”・............・............・.......-....・・．． 、，町内．内．・、，....内・”・内回、．． 、，........同・・向..・・．・・..H・・...内・H••・・．・・．． ・・．． －・．・・・・”・p・d・......同...・．． ・・.........・.., .. , .....・.，.
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日吉台の校舎等の諸施設を正面にし，三方に日

吉の街を眺め下ろすことができ，その景色はな

かなか良好である。

松下記念図書館と小金井の工学図書館につい

ての比較を表 1および表2に掲げたが，義塾の

他地区の図書館 ・情報センターと比較すると，

藤山記念日吉図書館（延面積 1,683rnりをはる

かに超え，医学情報センターとほぼ同じ大きさ

になっている。

一一劃
盟
幹
事

一一理相
E
山
一川
一山

干一辺

表 2. 新旧図書館主要設備機能の比較

--------11！望書明富守高l増1J日率（倍）｜

I立出｜品川［子｜
松下記念図書館は， 8月末日をもって工事を

完了し， 9月初旬から移転作業が開始された。

これはきびしいスケジュー／レであったが，職員

の献身的な努力と他地区情報セ ンターからの多

数の応援を得て，無事9月下旬には，書庫墜備

を含む大半の作業を終了することができた。

9月28日には，松下幸之助氏代理，松下電器

産業常務取締役小川鍛氏をはじめ，義塾関係者

多数をむかえて竣工式が行なわれた。

新図書館のサービスは10月4日から開始され

ているが，これまでは施設の狭臨さのために一

時的に医学情報センターに預けられていた日本

科学技術情報センターからの移管資料（14,400

冊〕をはじめ，工学部各科からこれを機に集中

化される資料（推定約16,000冊〉などが従来の

蔵書（54,000冊〉に加わった結果，収蔵資料は

一挙に充実されることとなった。さらに， 現在

は日吉記念館等に保管中の旧藤山工業図書館蔵

書が加わるのもまもなくのことであろう。

なお，明年3月までの聞は，授業との関係も

あって小金井の旧図書館の業務も部分的に続け

られることとなるが，いよいよ明年4月を期し

て工学図書館は組織面で「理工学情報センタ

-Jに改組される予定であり，つまりここに，

半年後の新しい飛躍のための基盤がととのった

わけである。

調、，、.....円－－~·、，、，、，a、戸、t・l
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共同研究と文献情報サービス・その 1

共同研究プロジェクトにおける

最近，たまたまある， l

つの共同研究組織の幹事

をしていたばっかりに，

共同研究プロジェクトに

おける文献収集について何か書かなければならぬ

はめになった。その「近代化研究会」なる共同研

究組織は，経済発展にともなう諸問題の理論的解

明と実証的分析を一応の目的としており，その活

動資金はこれまでのところはも っぱら国の科学研

究費補助金によってまかなっている。

ところで， lつの共同研究組織として「近代化

研究会」はすでに10年近くの歴史とそれなりの実

績を有しているが，現在では塾関係の研究スタッ

フ乞中心におよそ20名内外の人々が参加してい

る。その顔ぶれは経済発展開題というまさにイン

ターデシプリ ナーリーな研究課題にふさわしく，

いろとりどりのメンバーで絶好なインターデ、パー

トメ ントの協同の場といった観を呈している。

そこではむろん今日さかんに論議されている学部

という制度の壁は少しも存在しない。もちろん，

その半面において，専門分野とそのアプローチが

異なる者同士が集主る結果，いささかまとまりに

欠けるところがあるのは致し方ないかもしれな

U、。

さて，経済発展は経済学の歴史とともに古い主

題であるから，過去において経済発展論的視角が

ぜんぜんなかったというわけではむろんなU、。し

かし， 低開発国の経済 ・政治 ・社会を背景にして

経済発展論が展開されるようになったのは比較的

新しく，第2次大戦後のことである。それも最近

10数年間の発展理論の進歩はとくにいちじるし

文献収集について

福島義 久
（商学部助教授〉

く，発展過程についての実証的研究もおびただし

い数に達している。もちろん，このことは低開発

国の経済発展が現代世界経済のもっとも重要な課

題の 1つであると理解されるようになったことの

現われにほかならない。

かくして1950年代の後半頃から，低開発国の経

済発展，あるいは南北問題といった現実の緊急課

題と関連して，非常にたくさんの論文や書物がつ

ぎからつぎと刊行された。そして経済発展や南北

問題の経済的側面だけでなしに，その非経済的側

面についても積極的にとりあげられているところ

に顕著な特質がある。したがって，そこにおいて

は，経済学的アプローチとともに社会学的ないし

社会心理学的アプローチが好んでとられている。

実際，最近10数年の経済発展論研究についてはあ

らゆる分野の社会科学が動員されているため，き

わめて短期間のうちに新奇なアイディアが群生す

るといった状況にあり，非常に速いテンポで膨大

な文献資料が誕生している。文献資料のボリュー

ムではかれるかぎり，経済発展論という研究領域

は社会諸科学の分野において，少なくとも経済学

関係の分野ではそのι重をいちじるしく高めてい

ることだけは確かである。

ここで共同研究プロジェクトに話をもどすけれ

ども，低開発国の経済発展という問題の性格から

して，できることならフィーノレド ・ワークのプロ

ジェクトをふくめるにこしたことはな U、。 しか

し，現状ではそれはできなU、相談ごとでしかな

く，高々メンパーの方々の個々の現地体験の積み

重ねをもって甘んじている。したがって，その理

論的解明にしろ実証的分析の作業にしろ，手近な

戸 18 → 



ところで入手可能な文献情報をよりどころにすす

められているのが実情である。つまり低開発国の

経済発展の研究についても，まずは誰れしも文献

学者にならねばならないのである。そして研究活

動とその成果の相当部分が文献資料の収集や文献

情報の検索のうでまえに左右されている。

かりに図書館や資料室などの公的な文献情報サ

ービスが完備され，どんな研究主題に関する文献

資料も必要に応じて容易に入手できるとしたら，

個人的な文献資料の収集 ・管理能力の有無と研究

成果とのあいだの相聞は間違いなく低下する。も

ちろん，そうした状況からほど遠い今日において

すら，ファイ／レ ・マネージメントの下手クソなわ

れわれは，もっぱら資料室などの文献情報サービ

スに依拠している。ましてや共同研究プロジェク

トにおいてはそのとおりである。というのは，共

同研究プロジェクトでは，少なくとも基本的な文

献資料に関するかぎり，プロジェクトに参加する

全員が共通に利用できなければならないからであ

る。それゆえ共同研究プロジェクトにおいては，

研究組織自体が一括して文献資料の収集管理をお

こなうか，もしくは私物化され，排他的に利用す

ることを許さなU、「公共財Jとしての文献資料や，

「パブリック ・サービスJとしての文献情報サー

ビスをあてにすることになる。

ところで「近代化研究会」の経済発展開題の共

同研究プロジェクトにおいては，三回情報センタ

ーの発足を期に，情報処理についてだんだんと前

者から後者に切り換え，センターの文献情報サー

ビスの利用者団体に変身しつつある。 したが っ

て，情報センターが 1日も早く，文献資料の単な

る保管機関，あるいはその閲覧ないし貸し出し機

関から脱皮して，本来の文献情報サービス ・セン

ターの姿になることを望んでいる。そして身勝手

な注文ながら情報サービスの供給者として，いっ

そうユーザーに気をくばって欲しいと思 ってい

る。

今日，文献資料の選定や収集が一元的でないた

めか，それとも分類と保管の方法が機能的になっ

ていないためなのか，あるいはわれわれの不慣れ

や文献資料の探索のまずさによるのであろうか，

研究主題についての文献資料目録の作成に時聞が

かかりすぎるようである。たとえそれができたと

しても，その目録リストが短かすぎて足りなかっ

たり逆に必要以上に長すぎて役立たなかったりす

ることが多い。とくに低開発国の開発問題などの

ように，その研究テーマが諸分野に関連している

場合には，必要に応じた最適規模の文献リストの

作成は至難のわざである。スクリーニングの精粗

の程度がむずかしいだけでなくて，研究者個人の

あいだの好みの偏りが大きいからである。

以上述べたような実情と種々の苦い経験の反省

の上に企画された作業が，低開発諸国間の国際比

較研究のための「ノ、ンドソート ・パンチカード」

の作成である。これは三国情報センターと「近代

化研究会Jとの共同作業となったが，共同研究プ

ロジェクトでの組織的かっ効果的な文献収集とそ

の処理にたいする要請に，三回情報セ ンターの協

力を仰いだ次第である。今日，文献資料の検索に

もコンピューターがどんどんと導入されてきてい

ることを考えると，いまさらハンドソート ・パン

チカードといわれるかもしれない。しかし，研究

テーマによっては，パンチカードによる情報のフ

ァイノレと探索もまだまだ見捨てたものではない。

そこで最後に，今回作成されたハンドソート ・パ

ンチカードの一端を紹介し，広くみなさんの利用

に供したいと思う。

今回は，最近15年間の海外文献にかぎって，①

低開発諸国のマンパワーの供給と工業化につい

て，＠低開発諸国の財政金融制度と対外経済政

策，とくに援助や商品輸入や資本輸入政策などを

テーマにパンチカードがつくられた。いろいろな

2次インデックス資料から，まんべんなくリス

ト・アップされたはずであり，出版年度，言語，

地域，主題などに応じて検索できるようになって

いる。しかも，一部のカードの裏面には大学院学

生の有志の協力によるアノテーションが付記され

ているはずである。詳細は三回情報センターで直

接お聞きいただきたい。

(46.10.1記〉
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「一ーその2

II 医学情報セン ターにおける文献分析サービス

I .はじめに

当センターで行なっ

ている文献分析サービスとは，個人を対象とはせ

ず，医学部内の研究会や病院，製薬会社などの特

定の研究グループに対して，一つの大きな研究テ

ーマに関する文献を長期間継続的に探索し，その

文献情報を文献集，パンチカー ド，抄録などの形

で提供する情報サービスである。サービスの目的

は，研究テーマに関し常に新しいデータを知り，

すべての文献を網羅的に収集したいという研究者

に応えるため currentaw紅巴nessを行ない，更

に，文献を利用しやすい形態で提供することであ

る。現在は「フ。ラスミン」「胸腺」「甲状腺」「生

化学的診断法」など7主題を担当している。

ここで述べる「失語症を中心とした大脳病巣症

状Jに関する文献分析サービスは， 1970年4月か

ら当医学部の大脳病理研究会の依頼により始めら

れたものである。同研究会では以前より失語症関

係の文軟を集めていたが，海外の研究動向を正確

に把握し，それと 日本の実情を比較した上で，症

例と結びついた適確な治療を施すことの必要性か

ら，より大規模な計画の下で文献スクリーニング

を行なうことになったのである。また，最終的に

は伊豆韮山温泉病院を失語症関係のデータ ・セン

ターにして，他の研究者にも役立てる構想も持っ

ている。

II－失語症とその研究

失語症とは，大脳の損傷により現われる巣症状

加 藤 和 子

五十嵐 優 子
（医学情報センター〉

の一つで，言語中枢が侵され，コミュニケーション

の障害が起こる状態で，言葉を話すことが出来な

いだけでなく，話される言葉の理解も乏しくなる。

更に，読んで理解する力，書くカ，計算する力など

にも障害がみられる。昭和44～45年度に行なわれ

た失語症実態調査によると，103施設で 60,971人

の脳損傷患者の内，失語症患者は 2,433人で約4

%を占めている。失語症の原因疾患については，

脳卒中が最も多く 74.9%，交通事故などによる頭

部外傷が12.8%，脳腫疹が10.9%となっている。

他の巣症状としては，感覚器を通じて対象を認識

する能力が失われる失認症，運動障害が無いのに

行なうべき行為や動作が施行出来なくなる失行症

がある。

日本に於ける失語症の研究は比較的新しく，患

者の治療施設も少数しかない。伊豆韮山温泉病院

は，昭和39年2月，民間で初めてのリハピリテー

ション専門病院として設立され，失語症患者の言

語治療を行なうスピーチ ・リハビリテーション ・

クリニックを持ち，現在は専門のスピーチ ・セラ

ピスト 8名が 35名の失語症患者（全入院患者100

名）の治療に当っている。失語症問題の解決に

は，医学のみならず，言語学，言語病理学，心理

学，教育学など多分野の専門家の協力が必要と考

えられ，昭和44年8月には失語症研究会（韮山カ

ンフアレンス）が発足した。伊豆韮山温泉病院は

この研究会の中心的役割を果たしている。

ヨーロ ッパ特にフランス， ドイツでは， 19世紀

の Brocaや Wernickeの臨床解剖学的研究をは

じめとして， 20世紀以降の大脳病理的研究など盛
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んに行なわれており，文献も非常に多い。アメリ

カでは，言語学やコミュニケーション理論を取り

入れた新しい研究がなされている。日本で失語症

の文献が最初に現われたのは1893年であるが，以

後，単なる症例報告が時々見られる程度で，本格

的に言語治療や検査について論じられるようにな

ったのは195日手以降である。従って，日本に於け

る文献量は外国のそれと比較にならない程少な

U、。

m.文献スクリーニンゲ

文献探索作業のーっとして，特定の主題に関し

て必要な情報を含んだ文献を，索引誌や抄録誌或

いは新着雑誌から網羅的に拾い出す作業を文献ス

クリーニングと言う。スクリーニングに際しては，

探索の手がかりとなるキーワード（探索件名〉の

決定と，資料の選択が重要である。その他，調査

年代や文献の使用言語の指定なども依頼者，即ち

利用者との話し合いで決められるのが普通である。

(1) 索引 ・抄録誌（二次資料〉

• Index Medicus 

• Excerpta Medica 

• Psychological Abstracts 

• Language & IぷnguageBehavior Abstr・

acts 

・Current Citations on Communication 

Disorders 

• Cerebrovascular Bibliography 

．医学中央雑誌

神経学 ・心理学 ・精神医学 ・耳鼻咽喉科 ・言語

病理学の領域を重点的に調べる。

(2) キーワード（探索件名〉

文献の論題或いは抄録中にキーワードが現われ

ればスクリーニングする。キーワードには，＠ど

んな場合でもすべて必要なものと，＠条件により

選択するものの 2種類がある。

c Agnosia失認症， Agraphia失書症，

Alexia失読症， Aphasia失語症，

Apraxia失行症， Echolalia反響言語，

Korsakoff’s Syndrome コ／レサコフ症候

群， etc.

@) Amnesia健忘症，Braindamage脳損傷，

Dementia痴呆症， Languagedisorders 

言語障害， Speechdisorders言語障害，

etc. 

IV－パンチカード・サービス

スクリーニングした文献情報をハンドソート ・

パンチカードに記載し，利用者が要求する文献を

速やかに抽出出来るよう，必要事項をパンチす

る。必要事項とは，①主題 ＠年代 ＠著者名（ア

ノレファベット 3文字まで〉④言語である。主題は

パンチの穴にそれぞれ意味を持たせることにより

表わし，各文献について論題或いは抄録内容から

最も適当と判断された主題が選び出される。この

作業を〈分析〉，主題を〈分析件名〉と呼んでいる。

分析件名はキーワードと同様，依頼者と予め打

合せをして決めておく。探索用のキーワードは，

将来必要となるであろう情報を網羅的に集めるた

め，多少オパーラップしても洩れをなくすことが

留意されるが，分析件名は，プーノレされた文献の

中から利用者が求める情報だけをより分けるため

に必要な条件付けとなることが考慮されなくては

ならない。即ち，主テーマである「失語症」への

アプローチとして，原因，症状，診断，治療など

様々の要件が考えられるということである。分析

件名の与え方には制限がないが， 1文献に4～6

コが通常である。分析者の主題に対する知識が未

だ不十分なので，パンチをする前に依頼者である

先生方にチェックしていただいている。

v.おわりに

1970年4月に開始してから 1年半を経過し，今

迄に約 6,000の文献をスクリーニングして来た。

これは，古い文献をカパーするための年代を逆上

った探索によるものが殆んどで，この遡及的探索

は今年度で大体終了する予定である。ここで，今

後のサーピスのあり方について考えてみると：

1) カレントな文献の探索，即ち，雑誌や速報

誌（CurrentContents）のスクリーニングに

力を入れる。

2) パンチカード量の増大に伴ない，ハンドソ
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ートに限界が生じるので，何らかの整理方法

を検討しなければならない。

「タナック」等の機械化も考えられるが，財

政その他の問題で当面の実施は困難である。

3) スクリーニングと並行して文献の複写も行

なっているが，現在はバラパラの状態なので

パンチカードのある文献に入手し得る範囲内

でコピーを揃えると言うような，まとまった

複写サービスも考えられる。

これまで述べてきた文献分析サービスが，どの

ように利用され，失語症研究にどんな役割を果た

しているかについては，サービス自体まだ確立さ

れていない現段階では触れることが出来ない。今

後も開始当初の目的に沿えるよう，充実したサー

ビスを行なうことが大切であろう。

参考文献

・関口昌樹“文献スクリ ーニング (1）プラスミ

ン総合研究計画への協力”医学図書館 11 (1) : 

23～38 1964 

・野添篤毅“神経化学文献スクリーニングーキー

ワードと探索上の問題点” LibrarySystem 6 (1〕

: 49～59, 1967. 

~岨町、，..，.，..，.叫明 選 書 持収書 券サービス

三田情報センターの選書方式

情報センターのサービスの中で，教員利用者の関

心事のひとつは「選番」である。とくに，人文 ・社

会科学系列の利用者に対してサービスしている三国

情報センターでは，利用者の文献探索および入手に

対するサービスとしても重要である。

三回における選書は，学部図脊費をファ ンドとし

て各学部毎に行なわれ，また，図書館としては，図

舎館図書費を財源、として各学部における選君主と関連

をもちながら，独自に行なっている。

こうした形は，情報センタ一発足以前の選書方式

を踏襲したようにみえるが中味はずいぶんと変って

きている。

Blue Booksや EnglishRevolutionなどにみ

られる選書における学部問の調整

U、ずれの場合も，文部省研究設備整備費補助金で

購入されたものであるが，これらの選定にあたって

は，学部 ・図古館問で公式的あるいは非公式的な形

で検討され，発注された。

これらはいずれもセ ットものとしては相当高額な

ため，助成金で購入するべく申請されたが，あまり

高額でないものなどについては，学部間あるいは学

部 ・図書館聞でかなり頻繁に話合いが行なわれてい

る。

収書担当スタヴフの任務

そうした学部閑もしくは，学部 ・図書館問の協同

収書について，収書担当スタッフの活動が大いに役

立っている。これは，区培館および学部の蔵書をひ

とつのコレクシヨンとして評価し，発展させていく

ために必要な調査を行なうために，三国情報センタ

一高1］所長のスタッフとして設けられたポジションで

ある。その目的のために，過去において収集された

ものについてだけでなく，現行の選警においても積

極的に活動している。

図書展示室と月例図書展示会

現在，三回情報センターでは，見計図書の選定の

ために毎月図書展示会を行なっている。

月初めの7～10日間，新研究室内図書展示室にお

いて，各書店から集められた和漢洋の最新刊や古書

を，毎月およそ2（削～2500冊展示している。各学部

の選:m,:'b＇図 f号館図書の選書も，ここで行なわれる。

最近は，見計図書だけでなく，三回情報センター

先に送られてくる寄贈図書 ・資料も展示され，また，

「見計Jのできにくい図君主や雑誌のインフォメーシ

ヨンのファイルも置かれている。

月例選定図舎展示会の一環として，「特集版Jと

も云うべき図書展示会も行なっている。たとえば11

月25日から12月1日まで，図書館記念室で行なわれ

る「ペーパーパックス専門書 ・教科書展示会Jなど

は，その企画のひとつである。

（渋JII)
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亡コーヒコー亡コ－慶応義塾図書館史その2亡コーヒコ－亡ゴ一仁ゴ一仁ゴ一仁コ－亡コ

仁コ 仁コ

仁コ 仁コ

中 新銭座から三田へ 中
亡コ 仁コ

仁コ
伊東弥之助 6 

仁コ

占一口一口一 口一口 一口 一口 一口一口－c（三号てきYぷ ）ユ－占

新銭座の塾は慶応4年4月に発足した。同時に

慶応義塾と名付けて，開塾宣言の文「慶応義塾之

記」を発表した。日本に於ける洋学の伝統を記述

し，この塾こそ，洋学の正統を踏むものだと揚言

した。事実この時にあたって，江戸中の洋学塾は

殆んど姿を消した。徳川慶喜は水戸へ去り，朝廷

の軍隊が江戸を占拠してはいたが，徳川家の処分

はまだきまっていなかったから，幕府公立の洋学

研究の開成所も存続してはいたけれど，建物はあ

っても学問の府たるにふさわしい存在ではなくな

っていた。幕府という本家がそのようであったか

ら，幕府に仕官しながら塾を持っていた江戸の洋

学者達は今や，塾どころではない，明日の吾身を

心配せねばならなかった。そこへゆくと，福沢は

幕末以来，著述からの収入もあり，又幕府の因順

姑息にも愛想、がつきていたから，独立して教育に

専心しえた。幕府という束縛も今はなく，新政府

も定まらない。

ここで初めて福沢は海外でみた学校の制度を採

りいれることが出来たのである。「此学（英学〉を

世に拡めんには，学校の規律を彼に取り，生徒を

教導するを先務とす。{Jjて吾党の士相与に謀て，

私に彼の共立学校の制に倣い，一小区の学舎を設

け，これを創立の年号に取て，仮に慶応義塾と名

付く」そして革新的な試みを実行した。ここでは

それらを詳しく語る余裕を持たなU、。前年将来し

た図書が如何に活用されたかを，物語らねばなら

ない。

先づ，これらの図書は塾のどこに置かれてあっ

たか。塾舎の平面図は幸なことに印刷された「慶

応義塾之記Jに附載され，その「義塾之記」は明

治1年から 2年にかけて，3種類刊行されてい

る。初めの 2種は建物に変化はないが，部屋の名

に相違が見られ，後のには部屋の変更とともに二

棟の建物が増設されている。しかし図面には図書

の置き場所が示されていないので，この時代の塾

生の口を借りて，探ってみるより外に仕様がな

し、。

福沢の買って来た英書の豊富さに驚いた前節の

永岡健助は明治1年11月の入塾で，後年の回想、談

を見る と部屋の配置などの記憶は正確である。門

長屋を入って突当りに福沢の居宅があり，それを

J主
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新銭座塾舎平面図

慶応義塾百年史に掲載された明治1年版と 2年版の
中間に発行されたものの平面図で，奥の講堂に什器の
説明がある。
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右に折れた建物には玄関の六畳ばかりの座敷が応

接間となって，在塾生の姓名を記した木札が墜に

さがっていた。玄関の続きに十畳か十二畳かの講

堂が二つあって，そのうしろにはそれと閉じ位の

大さの部屋は板の間で，食卓が並べてあった。門

長屋は寄宿舎にあてられ，むさくるしい室が大小

6, 7問あった。それはまるで 1年版の平面図を

見るが知くであるが，図書の置き場所は諮られて

ない。永田より少し前， 5月に入塾した後藤牧太

によると「ウェプスターの字書が講堂に置かれた

るを記憶す。ウェプスターの字書の外，地球儀置

かれたり。学生戯れて之れを転がすを以て，先生

怒って号込まされたことあり，後に薩摩辞書出来

たり。其頃は日本語のものは余り用いず，ウェプ

スター¢大中字書を用いたり」とあって，講堂に

辞書があったとはあるが，どの講堂だか位置がわ

からない。ところがその講堂は永田のいう玄関か

ら入って，一番奥にある板の間で食卓が並べられ

である部屋のことらしい。それは明治2年9月入

塾した須田辰次郎の回想に「奥の方の八畳には正

面に世界の地図が掛って居て，其前にテープ／レが

ー脚，其上に地球儀があ り，それから極く旧式の

水銀のはいった小さなコ ッフ。中に硝子の棒を立て

たバロメーターが一つ，寒暖計が一つ，小さな柱時

計が一つ」あったという。この時代にはその講堂

は純然たる教室に変っていて，図書は新設された

建物の広い部屋（二十畳敷位〉に移されていた。

「教授の用具としてはどんなものがあったかとい

うと，広い室には大きな空の本箱が二つある。な

ぜ空であるかというと，書物が少いのに借り手が

多かった為に，本箱は何時も空になって居ったの

でございます」これで図書室などとい う名前はま

だなかったが，図書のあった部屋がわかる。新銭

座の塾の出来たての頃は玄関のつきあたりの講堂

に図書があり，明治2年増築ができた後は，建て

増された方の部屋に図書が移された。学生はそれ

らの部屋で図書をじかに手にし，自分の部屋に持

って行くこと も許された。教科書を先づ手写し，

それから字書を引いて勉強するという，苦しい勉

学法から逃れて，新しく，教科書貸与の制度が出

来たのである。

慶応3年福沢がアメリカから図書を買って帰っ

たときは，在塾生の数に見合った程度の量を備え

ていたのであろうが，維新の兵乱も納まる明治2

年になると，新政府の外交も親善政策にかわった

ので，洋学，殊に英学修業の熱意は高まった。全

国から学生があつまって，新銭座の塾では収容し

きれない程になり，奥平務上屋敷の長屋を借り，

3年には麻布の龍源寺，芝山内の広度院などの寺

院を分塾にし，さらには旧幕時代の名門校だった

江川屋敷の長屋をも借りて，「外塾」と呼んで使

用した。かような有様であったから，須田の回想、

にあるように，本箱はいつも空だったわけであ

る。だからでもあるまいが，学校側もなるべく初

学者には教科書を買わせる算段をした。明治2年

8月に印刷された「慶応義塾新議」に

「一洋書の価，近来誠に下直なり。且初学には

書類の入用も少し大略左の如し。

理学初歩 価一分ー朱。義塾読本文典 価一

分。和英辞書価三両三歩。地理書，窮理香，

歴史一部に付二両より四両まで。

右にて初学より一年半の聞は不自由なし。比外

に価八，九両ばかりの英辞書一部を所持すれば

最も よし」

とある。このうち理学初歩や義塾読本文典，和英

辞書などは恐らく翻刻もののことで，地理書，窮

理委，歴史などは原書のことであろう。しかし価

格が下がったとはい うものの，激増する洋学生の

需要には市場の方が追いつかない。須田の懐l日談

をもう少し拾う。「明治5,6年頃迄は東京市中，

原書の本屋僅に 2, 3軒，横浜に 1軒あるのみに

して，即ち日本橋釘店の丸善，向両国の島屋，築

地の某外人店，横浜にケノレン等是れあり。其店も

殆ど見本として 1種， 1, 2冊あるのみ。同一種

類のものが， 5冊10冊と揃いたるものは，字書か

ノξーレーの万国史，コロネ／レの地理書位の外，皆

無というも過言に非らず」といった状態、であった

から，教科書借用に学生が殺到したのも，無理か

らぬことであったろう。

この教科舎貸与は学生が少い頃は恐らく無料で

あったろう。しかし明治3年頃になると，貸出は

有料になったらしい。明治3年11月入塾の，奥州
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庄内の学生栗本東明は克明な日記をつけていて，

義塾にいる聞の本の貸借を記しているから参考に

なる。栗本は慶応3年に江戸へ出て伊東玄朴塾で

蘭学を学び，側わら下谷辺の旗本の次男から「英

吉利文典」の手ほどきをうけた。維新戦争で帰国

したときも幕府の英学者蒔田某が脱走して来たの

で，勉学を続けることが出来，戦後，もっと本格

的に英語を学ぶために再上京し，慶応義塾に入学

した。栗本は既に英語の初歩の段階はすぎていた

ので，入学の翌日，地理の原書 1冊を借り，素読

に出席し， 10時から12時までの授業時間に地理香

1枚半すすんだと記されている。そしてその月の

晦日に地理香借用代を二匁，銭に直して三百五十

文，塾に納めたという。地理奮は続いて借り，更

らに地図を追加して借りた。その借用料は翌明治

4年2月1日に， 12月， 1月の 2ヶ月分として七

匁，晦日には 2月分としてー朱を納めた。こうし

てウェ プストノレの「大辞書J，クエッケンポスの

「小合衆国史J，パルレーの「万国史J，グードリ

三回の新塾舎
磁応義塾五十年史掲載のもの。月波楼の位置がわかる。

ッチの「英国史」などを次々に借り，明治5年4

月医師を志して大学東校に去るまで続いた。その

間，自分で買ったのは僅か2冊，それも英和辞書

とノッタ／レの「スタンダノレト字典」だった。その

外に友達から文典，物氏小辞書とラノレトネノレ「窮

理書」を借りたことがあるだけで，如何に学校の

図書が有効に使われていたかがわかろう。

しかしこれと正反対の学生もいる。塾の図書を

全く借りないで，自弁で買い，しかも使わなくな

ると売払って，あまり損もしないで学生時代を過

した男のこともつけ加えて置こう。栗本より少し

後になるが， 7年10月入塾の沼津出身の岡本経朝

である。その手控によると初めは丸善などから新

本を買ったが，後には吉本を使った。日蔭町の十

字屋梅吉という店から買ったり売ったりしてい

る。また義塾所蔵書も古くなると学生に払下げ

る。岡本はそれも買った。 9年にミ／レの「経済書」

を1円50銭で，閉じくミ Jレの「代議政体論」を62

銭5厘で，スベンセノレの「交際論」を 1円45銭で

買っている。そしてスペンセノレは使用済になると

十字屋に 1円10銭で売った。購入した洋書で高価

なものはパックノレの「文明史」で，丸善から 5円

で手にしたが，売払ったときは4円88銭であった

とい うから，ちゃっかり したものである。岡本は

号を昆石といい，後に著述を多く残した雑学者で

ある。こんな要領のいい学生は当時としても珍ら

しく，例外と見てよいだろ う。

さて，栗本の修業日誌は新銭座から三国へ移転

した期間に渉っている。移転は明治4年 1月頃か

ら始まって， 3月16日に終った。三国は島原藩邸

のあった広壮な地域で，これまで新銭座を中心と

して，奥平屋敷や江川長屋や其の他寺院などに分

散していた宿舎を一つに統合できた。在学生 326

名，都下における最大の私塾であった。

慶応義塾が三回に移った頃のそのあたりは，慶

応3年の薩摩屋敷焼討の跡がそのまま残ってい

て，丘の下は一面の荒野であり，飲食店とては三

回二丁目に一軒，赤羽織と田町辺にそれぞれ蕎麦

屋が一軒あるのみだった。「芝山内には剰盗白昼

に出没し，俗に稲荷山と称する義塾西南方の森中

には時々狐の鳴声を聞くを得たりし」（慶応義塾
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便覧明治36）という程で，島原屋敷も荒廃してい

た。そうした旧大名屋敷をそのまま使って学校を

初めた。屋敷の一隅に「月波楼」と呼ぶ三層の建

物があった。 丘の上にあって， 旧幕時代には珍ら

しい三階の建物であったから名物とされて，天保

年聞に出た「江戸名所図絵Jにも記されている。
ものみ

「松平主殿侯別荘の看楼の号なり。此地の眺望，

実に洞庭の風景を縮たるが如く，岳陽の大観を寝

に似たり。依て城南の勝地とす」また，明治6年

5月慶応義塾を訪れた福山の務儒江木鰐水も「塾

本，島原公邸，在三回，地勢高爽，前臨品川海，

砲台在目前，右望品川後之山，左望江戸諸勝，皇

居亦左近， （中略〉而与諭吉氏登楼並講堂之楼，

皆勝景，眺望雄鶴美麗」と嵯嘆している。島原藩主

はこの三階の部屋で美女を侍らせ，品海に映える

月を賞したのであろう。しかし義塾がここへ移っ

たころは，風光は昔と同じく良かったが，建物は

古びていた。福沢一太郎の回想、による と 「然も家

が曲って居りまして，突っかい俸がしである。其

丸太に子供が跨って下に滑り降りたりして遊んだ

ものでございます」 というよ うな有様であったが，

ここに貸出される図書の本棚を置いた。講堂の一

部ではなく，兎も角も 「月波楼」と名のつく建物

に図書が置かれたのである。図書が置かれた最初

の名のある部屋「月波楼」はその後，更らに古く

なって簸されたが，ことを利用した塾生達の思い

出の名称として永〈ι回顧された。そこで創立玉十

年を記念して建てられた，現在の赤煉瓦の図書館

の最も高い，八角塔の最上層に「月波楼Jの名が

復活され，塾生時代その名の部屋で勉強した後の

首相犬養毅の筆になる「月波楼」の横額が，第2

次大戦の時まで掲げられてあった。

慶応義塾も三回に移って規模も大きくなるとそ

こに詳Lい規則が出来る。その中に図書貸出に関

する項目も出来，そして時に応じて改訂され，幾

変遷を重ねることになるが，そうした堅苦しいこ

とは次節に譲って，ここでは初めて文書に現われ

る書籍掛を紹介しよう。 三田へ義塾が移ったころ，

塾内取締りのために作られた「入塾の人に告る

文」なるものがあって，中に塾内の人事が記され

ているc

「ー，教授に関りたる事は，芦野巻蔵氏，取扱う

なり

一，会計，営繕，及借用書籍の司王は渡部久馬八

氏，杉浦礼吉氏取扱うなり

ー，前二条の事の外，寮中の事は都て名児耶氏

に告げ聞合すベし」

ここに初めて図書を直接扱う人の名が出てき

た。会計及び営繕兼務の人，渡部久馬八と杉浦礼

吉である。渡部は慶応4年 1月，幕府崩壊の直前

に福沢塾に入門した越後長岡の若侍，その時22才

であったが，長岡務牧野家が官軍に抵抗するこ と

になったので，すぐ国へ帰って戦闘に参加し，敗

戦後再び来塾した時は，鉄砲庇のために一眼はみ

にくく潰れていた。後年，伊藤博文の秘書になっ

た小松緑の回想記に，明治11年11月に義塾に入学

したときの渡部の風貌がしるされている。当時

「日本座敷に塾監局があった。其処には英学校の
ふさわ

役員としては相応しくない，何方かと言えば人相

の悪い，頭の毛も髭ものびるに任せて，眼は片方潰

れ，黒木綿紋付の着物に兵児帯をだらしなく締め

た男が居った。それが塾監の渡部久馬八という人

であった」とあり，又「どこから見ても壮土の頭

目か山賊の張本，学校よりも山案にでも立寵りそ

うな人体である」と引の文章では述べている。戦

場の経験もあるので度胸は良く，荒っぽかった明

治初期の学生を扱うのには格好な人物だったよう

だ。明治3年，増上寺山内の分塾広度院の監督は

稲垣銀治と渡部の二人であったが，ここで武勇伝

を実演した。この分塾に三河の人で，荘田健三と

いう男がいて，酒癖が悪く ，酔えば喧嘩を吹きか

ける厄介者であった。「梅雨のしょぼしょぽ降る
ひる

或る日の午時過に，本堂の方が騒がしいから駈け

付けて見ると，此の荘閏が泥酔し，本堂の真中で

大刀を振り慰して，寄らば斬らんと身構えて居

る。此時荘回の斬り込む大万先を受けとめたのは

渡部久馬八」であったという。渡部はその後も永

く執事をつとめ，明治14年から16年までは理事委

員となるなど，義塾の行政部門の重要な役職にも

ついた。従って借出図書などの瑛末な事務は，もう

一人の杉浦礼吉の役目であったかも知れない。杉

浦は入門I娠にも名が見えないので詳細はわからな

- 26-



い。渡部は書籍掛とはいっても大調べなどで， 他

の執事を指揮して蔵書調べをするなどの方が，似

合っている人のように思える。なお渡部は後，宮

城県や北海道，朝鮮などで農業を営み，大正3年

1月東京で捜した。一族には義塾出身者が多く，

台湾製糖の槙哲には伯父にあたり，登山家の模有

恒，防衛大学初代学長となった模智雄などには大

伯父にあたる人であった。

、～・－・スタ .. ，フルーム....... 』田川＿.......＿... 

『私の見たアメリ力』

武田 るい

7月6日から 8月29日迄の約2か月間，日米協会と

国際教育交換協議会主催の“SummerStudy in Ame-

rica”に参加するため国外出張の機会を得ました。 こ

れは 300余人が1か月余米国8大学に分かれて夏期講

座を受け，横断旅行をし，且つアメリカの家庭生活を

体験しようというもので私が行ったのはコロラド州立

｛ 大学です。! 0サンフランシスーオークラ ンー初に

入ったこの町は， 7月だというのに人々は日中でも分

厚いオーバーを着ており，ホテルでも明け方は暖房が

｝ 入ります。それでも冬は 10。C以下になら ． 

と保持で加のだとの事。人の住む所らしくするが ；

為のそ うした努力は，いかにもアメリカらしく徹底し ｝ 
ているし又，それだけの豊かさを見せられた様に思い ¥ 

ます。 ｛ 

授業はアメリカ文化，特に今アメリカが直面してい ｝ 

る人種，麻薬，現社会とヒッピーの連関など興味深い ｛ 
問題ばかりでした。テキストが教授が難しいと自認し ｛ 

ている本で，しかも予習しなければディスカ ッション ｝

もできず，問題や質問がなければ先に進むという形式 i
なので，必死に予習せざるを得ませんでした。 2 
O東部大都市一一コロラドからはJレート66を一路東に ｝ 

向い，シカゴへ行きました。黒人人口 1%と極めて少 t
なかったコロラドから来ると，やはり町の雰囲気が違 ｛

います。夕方友達が中年の二人連れの婦人に道を尋ね ｝ 

｝ ないそうで，常秋の町といえるでしょう。 ・.' .•. . 
たときの，一瞬ピク ッとされた謝青は忘れ ｛

られません。行き交う人々におびえている l 

様子でした。ワシント ンに来ると黒人が70 ) 

%というだけあって実に黒人が多いと思い ~ 

ました。下町の道や公園には紙腎が多く， ' 

〈 坂と花の多い，整然として重みのある町， ~竺る,;;r--

-すように眼下に広がる海のすばらしさは忘 斗，．『，
...: II，の ，a

れられません。 ヲ冊~戸P ~ 4一方ホワイトハウスやリ ンカーンセンター ! 

； ←一プカ一で坂

OロサンゼJレス一一カリフォノレニアらしく 一＝全型..人 t

， 強烈な太陽のもとに果物は豊富ですし，花 ←三二三割引

等，ワシントンを代表する地域は塵一つ無 ｛

く，花も色とりどりでした。下町のホテル ｝

で，夜中に何度サイレンを聞いたか分りま ) 
¥ . 。－哩， 1 

｛ や木々があんなにも生き生きしているのを 砂 F ーマ

J見たことがありません。ここでは各家庭に l～3人ず

¥ つ入り家庭生活を体験しました。私の行った家では子

｛ 供遠のベッドを提供してもらい何か申し訳けない気が

｝ しました。日本文化に詳しいのには驚きました。話に

i疲れたときの奥の手としては，折紙がとても役立ちま

i した。子供達だけでなく大人も一緒に楽しんでくれた

｝ ょうです。

せん。ニューヨークは東京の感覚で歩いていれば，夜 ｛

はやはり恐いですが，他は少しも違和感の無い所ぺ

す。パスや地下鉄も分り易く，良く利用しました。但 5
し物価は最高です。 ｛ 

Oこうして中央部を西から東へ横断した印象は，国が ｝ 

大きすぎてコントロー／レが行き届いていない感じ。西 i
の明るさ大らかさと，東部の都会の底辺から揺り動い ｛ 

ている様な不気味さが一つの国の中にあるとは信じ難 ｝

いのです。そして特に東部に来ると，アメリカも来る ¥ 

所迄来てしまって動きがとれないのではないか，とい ｝ 
う印象を受けました。生活レベfレの差はあるけれど， } 

日本の方が生き生きとして，ずっと魅力のある国だと ： 
思いましたo < 

（藤1.1.J記念日吉図書館職員） } 

¥ Oコロラド大学一一コロラド州はアメリカでも最も美

( しい州だそうで気候もよく，避暑地としては最適で

〉 す。大学は Stat，巴 Capitalの Denverから車で40分

i程北の Boulderにあり， 構内の建物は全てレンガ造

l りで，キャンパスは日吉の何倍あるでしょうか。校庭

) は芝生に坦っており木々も鐙かです。そしてそれらに

； はスプリンクラーで吋附撤かれそう山

局、，...＿，、4、，、，m

- 27 -



+ +.+.+.+.+.+.+ + + + + + + + + + + ＋＋＋  + ＇』” E ’
＋ ＋ 
＋ ＋ 
＋ 

/ 大学職員と専門職制 ＋ 
＋ ＋ 
＋ 

¥ －ライブラリアンの例を中心としてー ＋ 
＋ ＋ 

＋ 
＋ 

福 留孝夫 +-1--
（情報センタ一本部事務室長代理） 十

＋ 
＋＋＋＋＋＋  ＋＋＋＋＋＋＋ ＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋  

とする職能に従事する者を意味している。それに

対応する日本語としてはく図書館司書〉或は単に

〈司書〉という言葉が広く用いられている。一種

の使い分けの言葉としては，それも止むを得まい

が，これからの社会に期待されるであろう一つの

職能を表現するには余りにもイメージが限定され

てはいないか？ ここでくライブラリアン〉と片

仮名で表現せざるを得ないこと自体が，それ本来

の職能が日本の社会に根を下ろしていない証拠と

もいえよう。一方“Profession”という言葉も一

応〈専門職〉という訳語が一般化しているが，こ

れもいろいろに使い分けされて日本語としては，

未だ定着した言葉とはいえないようだ。

。古典的三大プロフェションl～2〕

プロフェションといえば先ず医師がその代表例

とされる。我々が日常接する くお医者さん〉 とい

うものから，そのプロフェション性というものの

イメージが何となく得られるような職業は他にな

いであろう。この日常生活の中でその専門職能が

何となく了解されているという事が，実はプロフ

ェションの本質を示すともいえるであろう。それ

は社会運念として，その職業のプロフェション性

が定着している事にほかならないからである。そ

れは一朝一夕に定着をみるものではない。大げさ

にいえば長い歴史の所産ともいえるものである。

西欧社会に於ては，元来プロフェションといえ

ば聖職者（牧師）， 医師，弁護士の三者を指す言

葉として他の職業（occupation）から区別された

意味をもった。ここで聖職者というのは，今日の

日本人にとっては，奇異にも恩われるが，中世ヨ

ーロッパ社会に於ける宗教の支配力という面から

みて，一般人の日常生活の上に及ぼす牧師の影響

というものは正に一つの専門職能以上のものであ

った事が容易に察せられよう。当時の学問という

ものが，僧院の中のみで行なわれたという事は，

学（識〉者＝聖職者であったことを意味してい

る。更に学問の伝達が神学（Theology），法学

(Law），医学（Medicine）の三領域に分化し組織

化されて， それが大学の起源となり，この三者構

成が大学の組識としての典型となり，その状態が

長く続いたという事と，この三大プロフェション

の成立と無関係ではないわけである。即ち，この

古典的プロフェションは，教会の強い影響の下に

当時の大学という最高等教育機関の中で育って来

たといえる。

。プロフェションの定義2)

今日盛んとなってきているプロフェション論の

うちでも，その定義となると多種多様であるが，

その根底にあるものは．この古典的三大プロフェ

ションに共通するもの，或はかつて共通していた

要素である。論者によって表現の仕方は異なるが，

定義としては大体次のようにまとめられよう：

1) 一般的体系的知識に裏付けられた教育，司II

練一単なる技能の訓練ではなく，知的内容の
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訓練ーを必要とする職業

2) 公共（社会〉への奉仕（publicservice）の

指向一自分自身のためではなく，他人のため

の奉仕ーをめざす職業

3) 倫理綱領（codeof ethics）ーその職業的

活動及び行動を自己規制し うる団体又は組織

が存在する職業

4〕 特権または地位の法的或は社会的承認をう

ける職業

定義というものはこうして書き並べてみると，

現実に在る状態とはかなりかけ離れた印象を与え

るものであるが，それは多少なりとも定義者自身

の自己主張的提案，或はかくあるべきだという基

本的条件が加味されてくるからであろう。 この事

は現実にプロフェショ ンたらんとする人 或々は団

体の日常の行動や主張の中で明確に識別して置く

必要があろう。

。ライブラリアンシ ＇1プとプロフェション2～3)

かように定義されたプロフェションの内容を

“Librarianship”の立場からもう少し具体的に眺

めてみたい。

1) 一般的体系的知識とは，広義のサイエンスま

たは高度の学識ともいい換えられよう。プロフ

ェシ ョンとは端的にいえば，或る専門的技能を

備えたエキスパートである。しかし今日のいか

なる職業でも何らかの特技や技術が要求される

のが普通であるが，すべての職業人がそれぞれ

のプロフェションを主張するわけではない。プ

ロフェションの専門的技能文は技術とは，それ

が高等教育機関（少くとも大学々部以上〉で研

究 ・教育されるにふさわしい内容の知識体系文

は知識の集積があることを一つの標識とする。

〔アメリカの場合， ProfessionalSchoolとはす

べて大学院（M.A.）以上をいうが，我国の場

合は学部課程以上とした方が今のところ現実的

であろう〕先ずこの点に於て我国のライブラリ

アンシップは失格する。本塾大学の文学部に

「図書館学科」＊が設置されてから20年に及ぶの

に，その問，他の大学に同様の専攻学科が一つ

も生れていないという事実は，プロ フェシ ョン

形成の第一要件たる「ほぽ等質の個人の集団」

の成立を不可能にしている。しかもこの唯一の

教育機関たる同学科の卒業生の大半が女子であ

る事が，プロフェションとしての個人の集積を

社会的に一層困難にしているといえよう。

後昭42年「図書館・情報学科」と改称，同時に研究科（修
士課程〕も設置された。

2) 公共への奉仕という概念は，特に戦後の我国

に於ける図書館教育の中で最も強調されて来た

点である。こ こでいう“service”はくサービス〉

或はく奉仕〉 と訳すよりも，意味上はむしろ く業

務〉 と解した方がよい。プロフェションの活動

は，社会のすべての人一一不特定多数の人一ー

に開放され誰でもそのサービスを受けられる と

いう事が前提となる。この限りでは図書館その

ものが社会的施設であるから， 不特定多数者へ

の公平なサーピ、スは図書館活動の基本となって

いる。特に公共図書館の場合は，この点が強調

されるところである。しかし，その開放されて

いるサービスとは，特定の依頼者（client〕の具

体的要求に対して一対ーの関係で個別的に行な

われるのが原則であり，この点がプロ フェショ

ンによるサービスの基本的特徴とされる。一対

ーの関係とは一種の契約関係であるから，依頼

者からの要求に合致し，且つその依頼者の利益

のために満足の行くようなサービスを提供する

ことによって，経済的な報酬を うけることを意

味する。図書館活動の中で，いわゆるレファレ

ンス或は情報サービスと称される業務は，確か

に利用者（client）と担当ライ7ラリアンとの

聞に一対ーの関係が生じたともいえるが，その

提供するサーピスに対価が支払われるとU、う契

約関係とはいえないし（部分的には，そのよう

な関係成立の崩芽がみられるが〉， ライブラリ

アンは何よりも特定機関文は組織の一員として

の制約下にある。

3) 倫理綱領とは，いわゆる職業倫理の自己規制

のメカニズムがu、かなる形で作用しているかと

いう事である。プロフェションとは，原則とし

て何人にも従属せず自由業として行なわれる。

しかしながら特定依頼人との一対ーの関係以外
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には何人にも左右されないとは言っても，「公

共への奉仕」というプロフェションの基本的立

場は，自らその行動の規範を要諦することにな

ろう。その行動原理として利他主義と中立主義

があると理解すべきであろう。この行動原理を

失った時には，そのプロフェション自体の崩嬢

を意味するという自己規制の意識がプロフェシ

ョンとしての職能団体を形成せしめる一つの動

因でもある。日本図書館協会の設立（1892年〉

は古νが，このような職業倫理の形成という面

での活動は余り見られなかったし，また社会的

な要議度も稀薄であったといえよう。医師の世

界には「ヒポクラテスの誓」を発祥とする医の

倫理が単なる「医師の心得」以上のものとして

存在してきた。我国の場合，法律として「医師

法」 o：・中で医師の一般的任務や特定の義務が規

定されている。弁護士の場合でも「弁護士倫理

綱領」というものが，その行動規範として存在

する。我国の「図書館法」（1950年〉には図舎

館員に対する同様な趣意の条項は存在しない。

4〕 プロフェションに於ける職能団体が，単なる

同業者組合的或は親睦会的団体と異なる第一の

点は，プロフェションとしての社会的承認一一

特権或は地位のーーを獲得保持するという一種

の政治的団体である事である。たとえば先般の

日本医師会の 1ヶ月にも及ぶ診療拒否問題は，

ジャーナリズムの上でも，ごうごうたる批難一

一特に医の倫理の面から一一ーを浴びた。しかし

医師会としての立場からすれば，医師個々人が

日常の診療行為の中で，現代医学の成果を自由

に活用できないような現在の医療制度は，プロ

フェションとしての医師の存在を否定するもの

であるという危機意識があったといえよう。事

態の正否は別として， プロフェションとしての

団体とはそのような激しさを秘めたものである

という一事例ともいえる。

かような社会的承認のために，そのメンバー

を糾合し，団結し，且つ教育 ・訓練，特に卒後

教育 （post-graduateeducation）或は資格取得

後の継続教育（continuing education）による

専門技能の維持 ・向上に責任を負う団体として

活動する。従ってアメリカやイギリスの例でい

えば，医師会や図書館協会自体がそのプロフェ

ションとしての認定とか資格附与の権限を有し

ている。我国の場合，このような権限は殆どす

べて政府又は地方自治体が有している点でも，

欧米に於ける古典的プロフェション論が，その

まま我国の例に適用されないし，また理解され

難いところである。それにしても我国の「図

館法」によるく司書〉の資格は，これまで述べ

てきたプロフェションの本質論からすれば程遠

い内容のものといえよう。

く〉スペシャリストと プロフェション4ーの

前述のように古典的プロフェショ ンの定義及び

原則に照らしてみる時，ライプラリアンのプロフ

ェション化という可能性または崩芽は部分的には

見られるが，現状ではすべての点に於てく否〉又

はく不十分〉といわざるを得ない。だからといっ

て改めて我々が悲観するには及ばない。すべての

要件を満たし，世界の図書館界をリードしている

と考えられるアメリカに於ても，ライブラリアン

はこの古典的尺度からみたプロフェションの社会

的承認は十分に獲得していないのである。

ところで現代社会に於ける科学技術の進歩は，

あらゆる職業に分化現象をもたらし，多様な

specialist （専門家〉を生むに至った。しかし職業

または職種の単なる専門分化（specialization）即

プロフェションイlニ（professionaliza tion）とはいえ

ない。なぜならばプロフェションとは，これまで

述べて来たような歴史的背景を有する幾つかの原

則を満たすものでなければならなU、からである。

一方，このプロフェションとは異なる原理，即

ち営利主義 ・商業主義を基本とする筈のビジネス

の世界でのスペシャリストの増加L 企業は単な

る営利追求のみではなく社会公共性を無視しては

企業そのものが存続し得なヤという経営論の誕生

と相まって，ビジネスの世界におけるプロフェシ

ヨン化という考え方が広まって来ている。そのた

めこのスペシャリスト（専門家〕とプロフェショ

ン（専門職〉の概念的混乱が生じており，殊に日

本語では，全く同義語的に使用されている場合が
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多い。また従来の古典的尺度が通用しない面もあ

るところから，この用語の混乱は一層拍車をかけ

られたともいえる。

このピジネスにおけるプロフェションイ己という

一見矛盾した現象を，かの PF ドラ ッカーは次

のように説明している。

「近代的企業には・ー－－－－少くとも三種類の労働

者（worker）が必要である。まず第一に経営担

当者（manager）を必要とする。第二に一般労

働者（ordinarywork巴r）この中には，熟練 ・

非熟練を間わず一切の肉体労働者及び事務労働

者が含まれるーーが必要である。第三に専門家

職員（professionalemployee〕を一一近年ます

ます一一必要としている」

そして，この第三のく専門家職員〉が「企業の

成員として十分に能力と生産性を発揮するために

は次の五つの条件が満たされなければならない」

という：

付） 専門家職員は，あくまで〈専門家〉として

の特質を保持しながら企業に貢献しなければ

ならない。特に彼は，自分が現実に企業に貢

献しているかど うか，又いかなる貢献をして

いるかに就て知っていなければならない。

（ロ）専門家職員は専門家職員としての評価にも

とづいて昇進の機会を与えられなければなら

ない。

川専門家職員には，専門家職員としての能力

を高め，また専門家職員として企業により大

きく貢献するよう金銭的誘因（incentive）が

与えられなければならない。

同専門家職員の職務は，専門家の特質にかな

った職務でなければならない。

同専門家職員の業績は企業内のみでなく広く

世間一般から価値あるものとして認められな

ければならない。

この“professionalemployee，，の概念は，今日

のライプラリア ンにとって， 前述の古典的プロフ

ェションの要件よりもより多く示唆を得るもので

あろう。又ここで〈企業〉という言葉の箇所へ

〈大学〉と入れ換えて読む時，本誌前号で田中氏

のいう〈専門職員〉のとらえ方と一致してくるも

のがある。

「図書館員は専門職である」という声は，外部

〈世間〉からよりも内部（図書館員仲間）から出

てくる場合が多い。一面それは当然のことかも知

れないが， 〈専門職〉 という言葉の背後にある本

来のプロフェションの意味の重さをどの程度にと

らえているかが問題である。「……である」現実

と「一一・・であるべき」主張との聞の距離を冷静に

認識する必要があろう。

大学という場において，一般的に「図書館すな

わち資料そのものは重視されて来たが，図書館員

は重視されなかった」（藤JIりという皮肉な見方

もある。一つには研究者としてのフアカルティか

らみれば図書館（室〉は，自分の研究のみにと って

便利であればよかった，つまり個室又は書斎の延

長的存在以外の何物でもなかった。二つには，学

生の側からみれば教室は一方的な知識の被伝達の

場のみであり，能動的な或は方法論的な学習に重

点が置かれない授業であれば，そのための思考材

料即ち資料を求める必要も切実なものではなかっ

た。これらの事情と図書館員の存在が重要視され

なかった事とは無縁ではなかったと考えられる。

我国における戦後の大学図書館の近代化とは，

具体的には，このような状態からの脱却のための

努力であったともいえよう。大学の中での組織単

位としては，図書館は膨大な予算を執行し，大き

な施設を管理し，多数の（おそらく最大の）職員

を擁する。しかも図書館の機能は本質的には研究

・教育活動そのものに直結するものである。そう

いう意味で大学という組織体の中での専門職の問

題は，ライブラリアンに一つの焦点が当てられよ

うが，この問題に就ては他の領域における専門的

職能との相関の上で綜合的に取組む必要があろ

う。

今回は，各論に至る前にプロフェションに就て

の一般論をライプラリアンシッフ．の観点からあれ

これ模索してみた。
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。松下幸之助氏のご好意によって日吉矢上台に建

設中であった新工学図書館は，去る 9月に無事落

成し，その名も「松下記念図書館」と命名されま

した。

我々情報センタ一関係者，なかでも工学図書館

関係者の永年の夢が実現したわけで，まことに喜

ばしい限りです。

今後はこの施設を有効に活用していかに効果的

なサーざス活動を展開できるかが問題となるわけ

究会訳現代の経営〈下〉 ダイヤモンド社

昭40. p. 210-24) 

5〕 藤川正信（編〉 “図書館学教育の本質的諸

問題一一図書館教育セミナー”図書館界 18 

(5) . 148-57，’67年5月．

6〕 田中英一“大学事務職員の未来像とライブラ

リアン” KULIC 2: 17～20，’71年6月．

の政府刊行物所在リス トを作成中であり， 1～2 

か月後には利用者の使に供せられることになると

思われます。

。日吉情報センターの発足準備は現在進行中です

が，将来にわたって日吉情報センターがその機能

を発揮するうえで， 最大の陸路となりそうなの

は，やはり施設上の問題のようです。

一般的にいって日吉の場合，三固などと比較し

て施設整備の面でかなり立遅れているわけです

が，図書館 ・研究室等を含めた研究 ・教育上の環

境整備のポリシーが，まず立てられなければなら

ですが， このためには，まずも

う一度，＜図書館は図書館員の

ためにではなく図書館利用者の

ためにある＞という大前提に立

ちかえる必要があります。した

がって，図書館（情報センター〉

職員の努力もさることながら，

編集委員 ないのではないでしょうか。

本部事務室孫福 弘 先般，研究室事務室に隣接す

る17番教室を明年から日吉情報

センター活動のためのスペース

として使用することが認めら

れ，これによって発足準備も一

挙に具体的な段階にまで進むも

同 上 渋川 雅俊
三回情報センタ一安西郁夫
日 吉図書館武田 るい

日吉研究室宮本昭司
医学情報センター 沢井 消
工 学図書館 中島紘一

利用者としての教育職員，大学院 ・学部学生の方

々の協力が不可欠となりましょう。以前にもまし

て積極的かつ建設的なご意見，ご助言をお寄せ下

さるようお願いする次第です。

。学術研究用資料としての政府刊行物の重要性

は，人文 ・社会科学の分野，自然科学の分野を問

わず，近年とみに高まって来ております。

去る 5月に行なわれた情報セ ンター協議会にお

いてもこの問題がとりあげられ，その収集と整備

の必要性が強調されておりますが，これらの状況

をもとこ本号では政府刊行物をテーマにした特集

を車旦みました。

なお，情報センターとしては目下，全塾各地区

のと思われますが，これとても発足後しばらくの

問の一時しのぎといった感はまぬがれません。

。情報センターにおける業務の機械化は，まず三

田情報セ ンターにおける図書予算の管理業務を皮

切りに，医学情報センターにおける，洋雑誌所蔵

記録の打出し，さらには，研究所等を含めた全塾

各部署で受入中の和 ・洋逐次刊行物リストの作成

等が推進されております。

ところで，これらのシステムの大半は情報科学

研究所の機械を利用することによ って成立してい

るわけで，ユーザーの立場としては，同研究所の

健全な発展を念願する次第です。

（孫福〉
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